
木
曽
の
最
期

要
旨

　
木
曽
殿
は
討
ち
死
に
を
覚
悟
し
て
巴
を
逃
が
し
、
気
弱
な
言
葉
を
漏
ら
し
な
が
ら
も
、
今
井
四
郎
に
励
ま
さ
れ
て
名
誉
の
自
害
を
し
よ
う
と
す
る
が
、
泥
田
に
馬

の
足
を
取
ら
れ
て
敵
に
討
た
れ
る
。
そ
れ
を
見
て
、
今
井
は
壮
烈
な
自
害
を
遂
げ
る
。

構
成

段
　
落

ペ
　
ー
　
ジ
　
・
　
行

　
　
　
　
　
　
　
　
段

意
　
　
　
　
　
　
　
　

第
　
一

初
め
〜

Ｐ
88
・
13
〈
落
ち
に
け
り
。〉

　
木
曽
殿
は
、
堂
々
の
名
乗
り
を
上
げ
て
、
敵
の
大
軍
に
攻
め
入
り
、
縦
横
に
駆
け
割
っ
て
闘
っ
た
。
三
百

余
騎
が
五
騎
に
な
っ
て
し
ま
う
ま
で
、
巴
は
戦
い
抜
い
た
が
、
木
曽
殿
の
命
令
で
東
国
へ
落
ち
て
行
っ
た
。

第
　
二

Ｐ
88
・
14
〈
今
井
四
郎
〉
〜

Ｐ
90
・
９
〈
駆
け
給
ふ
。〉

　
木
曽
殿
は
、
今
井
と
二
騎
だ
け
に
な
っ
て
、
ふ
と
気
弱
な
言
葉
を
漏
ら
す
が
、
今
井
は
、
木
曽
殿
を
励
ま

し
て
、
名
誉
の
自
害
を
勧
め
る
。
今
井
と
一
緒
の
討
ち
死
に
を
願
っ
た
木
曽
殿
だ
っ
た
が
、
今
井
の
懇
願
で
、

自
害
す
る
べ
く
粟
津
の
松
原
へ
向
か
う
。

第
　
三

Ｐ
90
・
10
〈
今
井
四
郎
〉
〜

Ｐ
91
・
８
〈
手
も
負
は
ず
。〉

　
今
井
は
、
自
害
す
る
木
曽
殿
を
援
護
す
る
た
め
に
、
た
だ
一
騎
で
敵
を
迎
え
打
ち
、
最
後
の
奮
闘
を
し
続

け
る
の
だ
っ
た
。

第
　
四

Ｐ
91
・
９
〈
木
曽
殿
は
〉
〜

終
わ
り

　
木
曽
殿
は
粟
津
の
松
原
へ
向
か
う
が
、
深
田
に
馬
の
脚
を
取
ら
れ
て
、
今
井
の
ほ
う
を
振
り
返
っ
た
と
こ

ろ
を
、
石
田
の
次
郎
主
従
に
討
た
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
見
て
、
今
井
は
壮
烈
な
自
害
を
遂
げ
た
。
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①
木
曽
左
馬
頭
は
、
そ
の
日
の
装
束
と
し

て
、
赤
地
の
錦
の
直
垂
に
唐
綾
威
の
鎧
を
着

て
、
鍬
形
を
打
ち
付
け
た
甲
の
緒
を
締
め
、

い
か
も
の
造
り
の
大
太
刀
を
腰
に
つ
け
、
石

打
ち
の
矢
で
、
そ
の
日
の
戦
で
射
て
少
し
だ

け
射
残
し
た
の
を
、
背
に
高
々
と
負
っ
て
、

重
籐
の
弓
を
持
っ
て
、
名
だ
た
る
木
曽
の
鬼

涬
毛
と
い
う
馬
で
、
極
め
て
太
く
た
く
ま
し

い
の
に
黄
覆
輪
の
鞍
を
置
い
て
乗
っ
て
い
た
。

②
鐙
を
踏
ん
張
っ
て
立
ち
上
が
り
、
大
音
声

を
上
げ
て
名
乗
っ
て
言
う
に
は
、

　「
昔
は
（
う
わ
さ
に
）
聞
い
た
こ
と
だ
ろ

う
が
、
木
曽
の
冠
者
を
、
今
は
（
目
の
当
た

り
）
見
て
い
る
で
あ
ろ
う
、
左
馬
頭
兼
伊
予

守
、
朝
日
の
将
軍
源
義
仲
で
あ
る
ぞ
。
甲
斐

品
詞
分
解
と
現
代
語
訳

（

表
示
は
略
号
で
示
し
た
。
略
号
に
つ
い
て
は
略
号
一
覧
参
照
。）

　
①
木き

曽そ

左さ

馬ま
の

頭か
み

、　
そ代
　
の格助

・
体
修
　
日ひ

　
の格助

・
体
修
　
装し
や
う

束ぞ
く

　
に格助

・
資
格
　
は
、

係
助
・
区
別
　
赤あ
か

地ぢ

　
の格助

・
体
修

錦に
し
き

　
の格助

・
体
修
　
直ひ
た

垂た
れ

　
に格助

・
添
加
　
唐か
ら

綾あ
や

威を
ど
し

　
の格助

・
体
修
　
鎧よ
ろ
ひ

　
着きカ

上
一
・
用
　
て
、

接
助
・
単
接
　
鍬く
は

形が
た

　
打う

つ
タ
四
・
用（

促
音）

た
る

存
・
体

　
甲か
ぶ
と

　
の格助

・
体
修
　
緒を

　
締し

め
、

マ
下
二
・
用
　
い
か
も
の
作つ
く

り
　
の格助

・
体
修
　
大お
ほ

太た

刀ち

　
は
き
、

カ
四
・
用

　
石い
し

打う

ち

の格助
・
体
修
　
矢や

　
の
、

格
助
・
同
格
　
そ代
　
の格助

・
体
修
　
日ひ

　
の格助

・
体
修
　
い
く
さ
　
に格助

・
時
間
　
射いヤ

上
一
・
用
　
て接助

・
単
接

少せ
う

々せ
う

副

　
残の
こ

つ
ラ
四
・
用（

促
音）

　
た
る

存
・
体

　
を
、

格
助
・
対
象
　
頭か
し
ら

高だ
か

に

形
動
ナ
リ
・
用
　
負お

ひ
な
し
、

サ
四
・
用

　
重し
げ

籐ど
う

　
の格助

・
体
修
　
弓ゆ
み

　
持も

つ
タ
四
・
用（

促
音）

て
、

接
助
・
単
接
　
聞き

こ
ゆ
る

ヤ
下
二
・
体

　
木き

曽そ

　
の格助

・
体
修
　
鬼お
に

涬あ
し

毛げ

　
と格助

・
引
用
　
い
ふ

ハ
四
・
体
　
馬う
ま

　
の
、

格
助
・
同
格
　
き
は
め
て

副

太ふ
と

う
形
ク
・
用（

ウ
音）

　
た
く
ま
し
い

形
シ
ク
・
体（

イ
音）

　
に
、

格
助
・
対
象
　
黄き

覆ぶ
く

輪り
ん

　
の格助

・
体
修
　
鞍く
ら

　
置お

い
カ
四
・
用（

イ
音）

　
て接助

・
単
接
　
ぞ係助

・
強
意（

係）

乗の

つ
ラ
四
・
用（

促
音）

　
た
り

存
・
用

　
け
る
。

過
・
体（

結）

　
②
鐙あ
ぶ
み

　
踏ふ

ん
張ば

り

ラ
四
・
用

　
立た

ち
上あ

が
り
、

ラ
四
・
用

　
大だ
い

音お
ん

声じ
や
う

　
を格助

・
対
象
　
上あ

げ
ガ
下
二
・
用

て接助
・
単
接
　
名な

乗の

り

ラ
四
・
用

　
け
る

過
・
体

　
は
、

係
助
・
提
示

　「
昔む
か
し

　
は係助

・
区
別
　
聞き

き
カ
四
・
用
　
け
ん

過
推
・
体
　
も
の
を
、

接
助
・
逆
確

　
木き

曽そ

　
の格助

・
体
修
　
冠く
わ
ん

者じ
や

、　
今い
ま

　
は係助

・
区
別
　
見み

る
マ
上
一
・
終

ら
ん
、

現
推
・
終

　
左さ

馬ま
の

頭か
み

兼け
ん

伊い

予よ
の

守か
み

　
朝あ
さ

日ひ

の
将し
や
う

軍ぐ
ん

　
源
み
な
も
と
の

義よ
し

仲な
か

　
ぞ係助

・
強
意
　
や
。

間
助
・
呼
掛
　
甲か

斐ひ

　
の格助

・
体
修
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の
一
条
次
郎
と
聞
い
た
。
互
い
に
と
っ
て
よ

い
相
手
だ
ぞ
。
義
仲
を
討
ち
取
っ
て
兵
衛
佐

に
見
せ
よ
。」

と
言
っ
て
、
大
声
で
叫
ん
で
馬
を
走
ら
せ
る
。

③
一
条
次
郎
は
、

　「
今
名
乗
っ
た
の
は
大
将
軍
だ
ぞ
。
逃
が

す
な
よ
者
ど
も
、
討
ち
も
ら
す
な
若
党
よ
、

討
ち
取
れ
。」

と
言
っ
て
、（
義
仲
勢
を
）
大
勢
の
中
に
取

り
囲
ん
で
、
我
こ
そ
討
ち
取
っ
て
や
ろ
う
と

思
っ
て
進
ん
で
来
た
。
④
木
曽
の
三
百
余
騎

は
、（
敵
の
）
六
千
余
騎
の
中
を
縦
に
、
横

に
、
八
方
に
、
十
文
字
に
と
駆
け
破
っ
て
、

（
敵
の
軍
勢
の
）
後
ろ
へ
つ
っ
と
抜
け
出
た

と
こ
ろ
、
五
十
騎
ほ
ど
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

⑤
そ
こ
を
打
ち
破
っ
て
進
ん
で
行
く
う
ち
に
、

土
肥
二
郎
実
平
が
、
二
千
余
騎
で
敵
を
防
ぎ

止
め
て
い
る
。
⑥
そ
れ
を
も
打
ち
破
っ
て

（
進
ん
で
）
行
く
う
ち
に
、
あ
ち
ら
で
は
四
、

五
百
騎
、
こ
ち
ら
で
は
二
、
三
百
騎
、
百
四
、

五
十
騎
、
百
騎
ほ
ど
の
（
敵
の
）
中
を
駆
け

破
り
駆
け
破
り
し
て
行
く
う
ち
に
、（
義
仲

勢
は
）
主
従
五
騎
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
⑦

（

そ
の
）
五
騎
の
う
ち
ま
で
巴
は
討
た
れ
な

か
っ
た
。
⑧
木
曽
殿
は
、

一い
ち

条で
う
の

次じ

郎ら
う

　
と格助

・
引
用
　
こ
そ

係
助
・
強
意（

係）

　
聞き

け
。

カ
四
・
已（

結）

　
互た
が

ひ
に

副

　
よ
い

形
ク
・
体（

イ
音）

　
敵か
た
き

　
ぞ
。

係
助
・
強
意
　
義よ
し

仲な
か

討う

つ
タ
四
・
用（
促
音）
　
て接助

・
単
接
　
兵ひ
や
う

衛ゑ
の

佐す
け

　
に格助

・
対
象
　
見み

せ
よ

サ
下
二
・
命

　
や
。」

間
助
・
呼
掛

と
て
、

格
助
・
引
用
　
を
め
い

カ
四
・
用（
イ
音）

　
て接助

・
単
接
　
駆か

く
。

カ
下
二
・
終
　
③
一い
ち

条で
う
の

次じ

郎ら
う

、

　「
た
だ
今い
ま

副

　
名な

乗の

る

ラ
四
・
体

　
は係助

・
提
示
　
大だ
い

将し
や
う

軍ぐ
ん

　
ぞ
。

係
助
・
強
意
　
あ
ま
す

サ
四
・
終

　
な終助

・
禁
止
　
者も
の

ど
も
、　
も
ら
す

サ
四
・
終

な終助
・
禁
止
　
若わ
か

党た
う

、　
討う

て
タ
四
・
命
　
や
。」

間
助
・
呼
掛

と
て
、

格
助
・
引
用
　
大お
ほ

勢ぜ
い

　
の格助

・
体
修
　
中な
か

　
に格助

・
場
所
　
取と

り
こ
め

マ
下
二
・
用

　
て
、

接
助
・
単
接
　
我わ
れ

代

　
討う

つ
取と

ら

ラ
四
・
未

　
ん意・

終
　
と格助

・
引
用

ぞ係助
・
強
意
　
進す
す

み
マ
四
・
用
　
け
る
。

過
・
体（

結）

　
④
木き

曽そ

三さ
ん

百び
や
く余よ

騎き

、
六ろ
く

千せ
ん

余よ

騎き

　
が格助

・
体
修
　
中な
か

　
を格助

・
経
場
　
縦た
て

さ
ま
、

横よ
こ

さ
ま
、
蜘く

蛛も

手で

、
十じ
ふ

文も
ん

字じ

　

に格助
・
状
態
　

駆か

け
割わ

つ

ラ
四
・
用（

促
音）
　

て
、

接
助
・
単
接
　

後う
し

ろ
　

へ格助
・
方
向
　

つ
つ
と

副

出い

で
ダ
下
二
・
用
　
た
れ

完
・
已

　
ば
、

接
助
・
順
偶
　
五ご

十じ
つ

騎き

　
ば
か
り

副
助
・
程
度

　
に格助

・
変
化
　
な
り

ラ
四
・
用
　
に完・

用
　
け
り
。

過
・
終

　
⑤
そ
こ

代

を格助
・
対
象
　
破や
ぶ

つ
ラ
四
・
用（

促
音）

　
て接助

・
単
接
　
行ゆ

く
カ
四
・
体
　
ほ
ど
　
に
、

格
助
・
時
間
　
土と

肥ひ
の

二じ

郎ら
う

実さ
ね

平ひ
ら

、
二に

千せ
ん

余よ

騎き

　
で格助

・
手
段

支さ
さ

へ
ハ
下
二
・
用
　
た
り
。

存
・
終

　
⑥
そ
れ

代

　
を格助

・
対
象
　
も係助

・
同
類
　
破や
ぶ

つ
ラ
四
・
用（

促
音）

　
て接助

・
単
接
　
行ゆ

く
カ
四
・
体
　
ほ
ど
　
に
、

格
助
・
時
間

あ
そ
こ

代

　
で格助

・
場
所
　
は係助

・
区
別
　
四し

、
五ご

百ひ
や
く騎き

、　
こ
こ

代

　
で格助

・
場
所
　
は係助

・
区
別
　
二に

、
三さ
ん

百び
や
く騎き

、
百ひ
や
く四し

、
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　「
そ
な
た
は
、
早
く
早
く
、
女
な
の
だ
か

ら
、
ど
こ
へ
で
も
（
落
ち
て
）
行
け
。
私
は

討
ち
死
に
し
よ
う
と
思
う
の
だ
。
も
し
人
手

に
か
か
る
な
ら
ば
自
害
を
す
る
つ
も
り
だ
か

ら
、
木
曽
殿
が
最
後
の
戦
に
、
女
を
連
れ
て

い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
な
ど
と
、
言
わ
れ
る

と
し
た
ら
、
そ
ん
な
こ
と
も
よ
ろ
し
く
な
い

だ
ろ
う
。」

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
け
れ
ど
も
、（
巴
は
）
な

お
も
落
ち
て
行
か
な
か
っ
た
が
、
あ
ま
り
に

（
何
度
も
）
言
わ
れ
申
し
て
、

　「
あ
あ
、
戦
う
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
な
敵

が
い
て
ほ
し
い
。
最
後
の
戦
を
し
て
お
見
せ

申
し
上
げ
よ
う
。」

五ご

十じ
つ

騎き

、
百ひ
や
く騎き

　
ば
か
り

副
助
・
程
度

　
が格助

・
体
修
　
中な
か

　
を格助

・
経
場
　
駆か

け
割わ

り

ラ
四
・
用

　
駆か

け
割わ

り

ラ
四
・
用

　
行ゆ

く
カ
四
・
体
　
ほ
ど

に
、

格
助
・
時
間
　
主し
ゆ
う

従じ
ゆ
う

　
五ご

騎き

　
に格助

・
変
化
　
ぞ係助

・
強
意（

係）

　
な
り

ラ
四
・
用
　
に完・

用
　
け
る
。

過
・
体（

結）

　
⑦
五ご

騎き

　
が格助

・
体
修
　
う

ち
　
ま
で

副
助
・
範
囲
　
巴と
も
ゑ

　
は係助

・
区
別
　
討う

た
タ
四
・
未
　
れ受・

未
　
ざ
り

打
・
用

　
け
り
。

過
・
終

　
⑧
木き

曽そ

殿ど
の

、

　「
お
の
れ

代

　
は
、

係
助
・
区
別
　
疾と

う
形
ク
・
用（

ウ
音）

　
疾と

う
、

形
ク
・
用（

ウ
音）

　
女を
ん
な

　
な
れ

断
・
已

　
ば
、

接
助
・
順
理
　
い
づ
ち

代

　
へ格助

・
方
向

も係助
・
強
意
　
行ゆ

け
。

カ
四
・
命

　
我わ
れ

代

　
は係助

・
区
別
　
討う

ち
死じ

に
せ

サ
変
・
未

　
ん意・

終
　
と格助

・
引
用
　
思お
も

ふ
ハ
四
・
体
　
な
り
。

断
・
終

　
も
し

副

　
人ひ
と

手で

に格助
・
対
象
　
か
か
ら

ラ
四
・
未

　
ば接助

・
順
仮
　
自じ

害が
い

　
を格助

・
対
象
　
せサ変

・
未
　
ん
ず
れ

推
・
已

　
ば
、

接
助
・
順
理
　
木き

曽そ

殿ど
の

　
の格助

・
主
格

最さ
い

後ご

　
の格助

・
体
修
　
い
く
さ
　
に
、

格
助
・
時
間
　
女を
ん
な

　
を格助

・
対
象
　
具ぐ

せ
サ
変
・
未
　
ら
れ

尊
・
用（

敵
↓
義
仲）

　
た
り

存
・
用

　
け
り

過
・
終

な
ん
ど
、

副
助
・
例
示

　
言い

は
ハ
四
・
未
　
れ受・

未
　
ん仮・

体
　
こ
と
　
も係助

・
同
類
　
し
か
る

ラ
変
・
体

　
べ
か
ら

適
・
未

　
ず
。

打
・
終
」

と格助
・
引
用
　
の
た
ま
ひ

ハ
四
・
用（

尊）

語
り
手
↓
義
仲
　
け
れ

過
・
已

　
ど
も
、

接
助
・
逆
確
　
な
ほ

副

　
落お

ち
タ
上
二
・
用
　
も係助

・
強
意
　
行ゆ

か
カ
四
・
未
　
ざ
り

打
・
用

　
け
る

過
・
体

が
、

接
助
・
逆
確
　
あ
ま
り
に

副

　
言い

は
ハ
四
・
未
　
れ受・

用
　
奉た
て
まつ

補
動
・
ラ
四
・
用（

促
音）（

謙）

語
り
手
↓
義
仲
　
て
、

接
助
・
単
接

　「
あ
つ
ぱ
れ
、

感

　
よ
か
ら

形
ク
・
未

　
う婉・

体（

ウ
音）

　
敵か
た
き

　
が
な
。

終
助
・
願
望
　
最さ
い

後ご

　
の格助

・
体
修
　
い
く
さ
　
しサ変

・
用

て接助
・
単
接
　
見み

せ
サ
下
二
・
用
　
奉
た
て
ま
つら

補
動
・
ラ
四
・
未（

謙）

巴
↓
義
仲
　
ん
。

意
・
終
」
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と
言
っ
て
（
馬
を
）
と
ど
め
て
い
る
所
に
、

武
蔵
の
国
で
有
名
な
剛
力
の
武
者
、
恩
田
八

郎
師
重
が
、
三
十
騎
ほ
ど
で
出
て
来
た
。
⑨

巴
は
、
そ
の
中
へ
駆
け
入
っ
て
、
恩
田
八
郎

に
（
馬
を
）
押
し
並
べ
て
、
む
ん
ず
と
つ
か

ん
で
引
き
落
と
し
、
自
分
が
乗
っ
て
い
る

（
馬
の
）
鞍
の
前
輪
に
押
さ
え
つ
け
て
、
全

く
身
動
き
さ
せ
ず
に
、
首
を
ね
じ
切
っ
て
捨

て
て
し
ま
っ
た
。
⑩
そ
の
後
、
鎧
甲
を
脱
ぎ

捨
て
て
、
東
国
の
方
へ
落
ち
て
行
っ
た
。
⑪

（

生
き
残
り
の
五
騎
の
う
ち
）
手
塚
太
郎
は

討
ち
死
に
し
た
。
手
塚
の
別
当
は
落
ち
て
行

っ
た
。

　
⑫
今
井
四
郎
と
義
仲
と
が
、
主
従
二
騎
だ

け
に
な
っ
て
、（
義
仲
が
）
お
っ
し
ゃ
っ
た

こ
と
に
は
、

　「
こ
れ
ま
で
は
な
ん
と
も
思
わ
な
い
鎧
が
、

今
日
は
重
く
な
っ
た
こ
と
だ
。」

と
て
、

格
助
・
引
用
　
控ひ
か

へ
ハ
下
二
・
用
　
た
る

存
・
体

　
と
こ
ろ
　
に
、

格
助
・
場
所
　
武
蔵
む
さ
し

の
国く
に

　
に格助

・
場
所
　
聞き

こ
え

ヤ
下
二
・
用

　
た
る

存
・
体

　
大だ
い

力ぢ
か
ら、

恩お
ん

田だ
の

八は
ち

郎ら
う

師も
ろ

重し
げ

、
三さ
ん

十じ
つ

騎き

　
ば
か
り

副
助
・
程
度

　
で格助

・
状
態
　
出い

で
来き

カ
変
・
用

　
た
り
。

完
・
終

　
⑨
巴と
も
ゑ、　

そ代
　
の格助

・
体
修
　
中な
か

へ格助
・
方
向
　
駆か

け
入い

り
、

ラ
四
・
用

　
恩お
ん

田だ
の

八は
ち

郎ら
う

　
に格助

・
対
象
　
押お

し
並な
ら

べ

バ
下
二
・
用

　
て
、

接
助
・
単
接
　
む
ず
と

副

　
取と

つ
ラ
四
・
用（

促
音）

て接助
・
単
接
　
引ひ

き
落お

と
し
、

サ
四
・
用

　
わ代
　
が格助

・
主
格
　
乗の

つ
ラ
四
・
用（

促
音）

　
た
る

存
・
体

　
鞍く
ら

　
の格助

・
体
修
　
前ま
へ

輪わ

　
に格助

・
対
象

押お

し
つ
け

カ
下
二
・
用

　
て
、

接
助
・
単
接
　
ち
つ
と
も

副

　
は
た
ら
か

カ
四
・
未

　
さ使・

未
　
ず
、

打
・
用
　
首く
び

　
ね
ぢ
切き

つ

ラ
四
・
用（

促
音）

　
て接助

・
単
接
　
捨す

て
タ
下
二
・
用

て
ん
げ
り
。

連
語〔
完
・
用（

撥
音）

゛
過
・
終
〕
　
⑩
そ代
　
の格助

・
体
修
　
後の
ち

、
物も
の

の
具ぐ

　
脱ぬ

ぎ
捨す

て
、

タ
下
二
・
用

　
東と
う

国ご
く

　
の格助

・
体
修
　
方か
た

へ格助
・
方
向
　
落お

ち
タ
上
二
・
用
　
ぞ係助

・
強
意（

係）

　
行ゆ

く
。

カ
四
・
体（

結）

　
⑪
手て

塚づ
か
の

太た

郎ら
う

　
討う

ち
死じ

に
す
。

サ
変
・
終

　
手て

塚づ
か
の

別べ
つ

当た
う

　
落お

ち
タ
上
二
・
用

に完・
用
　
け
り
。

過
・
終

　
⑫
今い
ま

井ゐ
の

四し

郎ら
う

、　

木き

曽そ

殿ど
の

、　

主し
ゆ
う

従じ
ゆ
う

　

二に

騎き

　

に格助
・
変
化
　

な
つ

ラ
四
・
用（

促
音）

　

て接助
・
単
接

の
た
ま
ひ

ハ
四
・
用（

尊）

語
り
手
↓
義
仲
　
け
る

過
・
体

　
は
、

係
助
・
提
示

　「
日ひ

ご
ろ
　
は係助

・
区
別
　
何な
に

代

　
と格助

・
引
用
　
も係助

・
強
意
　
お
ぼ
え

ヤ
下
二
・
未

　
ぬ打・

体
　
鎧よ
ろ
ひ

　
が格助

・
主
格
　
今け

日ふ

　
は係助

・
区
別

重お
も

う
形
ク
・
用（

ウ
音）

　
な
つ

ラ
四
・
用（

促
音）

　
た
る

完
・
体

　
ぞ係助

・
強
意
　
や
。」

間
助
・
詠
嘆
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（
と
言
っ
た
の
で
、）
今
井
四
郎
が
申
し
た
こ

と
に
は
、

　「
お
体
も
ま
だ
お
疲
れ
に
な
っ
て
は
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
。
御
馬
も
弱
っ
て
は
お
り

ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
（
僅
か
）
一
領
の
御
着

背
長
を
重
い
と
お
思
い
に
な
る
は
ず
が
あ
り

ま
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
お
味
方
に
ご
軍
勢

が
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
気
後
れ
か
ら
そ
の
よ

う
に
お
感
じ
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
兼
平
一

人
だ
け
が
い
る
と
し
ま
し
て
も
、
他
の
武
者

が
千
騎
だ
と
お
思
い
く
だ
さ
い
。（
私
に
は
）

矢
が
七
、
八
本
残
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
し

ば
ら
く
防
ぎ
矢
を
い
た
し
て
お
り
ま
し
ょ
う
。

あ
そ
こ
に
見
え
て
お
り
ま
す
の
は
、
粟
津
の

松
原
と
申
し
ま
す
。
あ
の
松
林
の
中
で
御
自

害
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。」

と
言
っ
て
、（
馬
に
）
鞭
打
っ
て
ゆ
く
う
ち

に
、
ま
た
新
手
の
（
敵
の
）
武
者
が
五
十
騎

ほ
ど
出
て
き
た
。

今い
ま

井ゐ
の

四し

郎ら
う

申ま
う

し
サ
四
・
用（

謙）

語
り
手
↓
義
仲

け
る

過
・
体

は
、

係
助
・
提
示

　「
御お
ん

身み

も係助
・
列
挙

い
ま
だ

副

疲つ
か

れ
ラ
下
二
・
未

さ
せ

尊
・
用（

兼
平
↓
義
仲）

給た
ま

は
補
動
・
ハ
四
・
未（

尊）

兼
平
↓
義
仲

ず
。

打
・
終

御お
ん

馬ま

も係助
・
列
挙

弱よ
わ

り
ラ
四
・
用

候さ
う
らは

補
動
・
ハ
四
・
未（

丁）

兼
平
↓
義
仲

ず
。

打
・
終

何な
に

代

に格助
・
対
象

よ
つ

ラ
四
・
用（

促
音）

て接助
・
理
由

か
、

係
助
・
反
語（

係）

一い
ち

領り
や
う

の格助
・
体
修

御お
ん

着き

背せ

長な
が

を格助
・
対
象

重お
も

う
形
ク
・
用（

ウ
音）

は係助
・
強
意

お
ぼ
し
め
し

サ
四
・
用（

尊）

兼
平
↓
義
仲

候さ
う
らふ

補
動
・
ハ
四
・
終（

丁）

兼
平
↓
義
仲

べ
き
。

当
・
体（
結）

そ
れ

代

は係助
・
提
示

御み

方か
た

に格助
・
場
所

御お
ん

勢せ
い

が格助
・
主
格

候さ
う
らは

ハ
四
・
未（

丁）

兼
平
↓
義
仲

ね打・
已

ば
、

接
助
・
順
理

臆お
く

病び
や
う

で格助
・
理
由

こ
そ

係
助
・
強
意（

係）

さ副

は係助
・
強
意

お
ぼ
し
め
し

サ
四
・
用（

尊）

兼
平
↓
義
仲

候さ
う
らへ

。

補
動
・
ハ
四
・
已（

結）（

丁）

兼
平
↓
義
仲

兼か
ね

平ひ
ら

一い
ち

人に
ん

候さ
う
らふ

ハ
四
・
終（

謙）

兼
平
↓
義
仲

と
も
、

接
助
・
逆
仮

余よ

の格助
・
体
修

武む

者し
や

千せ
ん

騎ぎ

と格助
・
引
用

お
ぼ
し
め
せ
。

サ
四
・
命（

尊）

兼
平
↓
義
仲

矢や

七な
な

つ

八や

つ
　

候さ
う
らへ

ハ
四
・
已（

丁）

兼
平
↓
義
仲

ば
、

接
助
・
順
理

し
ば
ら
く

副

防ふ
せ

ぎ
矢や

つ
か
ま
つ
ら

ラ
四
・
未（

謙）

兼
平
↓
義
仲

ん
。

意
・
終

あ
れ

代

に格助
・
方
向

見み

え
ヤ
下
二
・
用

候さ
う
らふ

、

補
動
・
ハ
四
・
体（

丁）

兼
平
↓
義
仲

粟あ
は

津づ

の
松ま
つ
ば
ら原

と格助
・
引
用

申ま
う

す
。

サ
四
・
終（

謙）

兼
平
↓
義
仲

あ代

の格助
・
体
修

松ま
つ

の格助
・
体
修

中な
か

で格助
・
場
所

御お
ん

自じ

害が
い

候さ
う
らへ

。」

ハ
四
・
命（

丁）

兼
平
↓
義
仲

と
て
、

格
助
・
引
用

打う

つ
タ
四
・
用（

促
音）

て接助
・
単
接

行ゆ

く
カ
四
・
体

ほ
ど
　
に
、

格
助
・
時
間

ま
た

副

新あ
ら

手て

の格助
・
体
修

武む

者し
や

五ご

十じ
つ

騎き
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⑬（

兼
平
は
）「
御
主
君
は
あ
の
松
原
へ
お

入
り
く
だ
さ
い
。
兼
平
は
こ
の
敵
を
防
い
で

お
り
ま
し
ょ
う
。」

と
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
木
曽
殿
が
お
っ
し

ゃ
る
に
は
、

　「
義
仲
は
都
で
ど
の
よ
う
に
で
も
な
る
は

ず
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
逃
れ
て
き
た
の

は
、
お
前
と
同
じ
所
で
死
の
う
と
思
う
か
ら

な
の
だ
。
別
々
の
所
で
討
た
れ
る
よ
り
も
、

同
じ
場
所
で
討
ち
死
に
を
も
し
よ
う
。」

と
言
っ
て
、（
兼
平
と
）
馬
の
鼻
を
並
べ
て

（
敵
に
向
か
っ
て
）
駆
け
入
ろ
う
と
な
さ
る

の
で
、
今
井
四
郎
は
馬
か
ら
飛
び
降
り
、
主

君
の
馬
の
口
に
取
り
つ
い
て
申
し
上
げ
た
こ

と
に
は
、

　「
弓
矢
取
り
と
い
う
も
の
は
、
長
年
常
日

頃
ど
の
よ
う
な
手
柄
を
立
て
て
お
り
ま
し
て

ば
か
り

副
助
・
程
度

　
出い

で
来き

カ
変
・
用

　
た
り
。

完
・
終

　
⑬「
君き
み

　

は係助
・
区
別
　

あ代
　

の格助
・
体
修
　

松ま
つ

原ば
ら

　

へ格助
・
場
所
　

入い

ら
ラ
四
・
未
　

せ尊・
用（

兼
平
↓
義
仲）

給た
ま

へ
。

補
動
・
ハ
四
・
命（

尊）

兼
平
↓
義
仲
　
兼か
ね

平ひ
ら

　
は係助

・
区
別
　
こ代
　
の格助

・
体
修
　
敵か
た
き

　
防ふ
せ

ぎ
ガ
四
・
用
　
候さ
う
らは

補
動
・
ハ
四
・
未（

丁）

兼
平
↓
義
仲
　
ん
。」

意
・
終

と格助
・
引
用
　
申ま
う

し
サ
四
・
用（

謙）

語
り
手
↓
義
仲
　
け
れ

過
・
已

　
ば
、

接
助
・
順
偶
　
木き

曽そ

殿ど
の

　
の
た
ま
ひ

ハ
四
・
用（

尊）

語
り
手
↓
義
仲
　
け
る

過
・
体

　
は
、

係
助
・
提
示

　「
義よ
し

仲な
か

　
都み
や
こ

　
に
て

格
助
・
場
所
　
い
か
に
も

副

　
な
る

ラ
四
・
終
　
べ
か
り

当
・
用

　
つ
る

完
・
体

　
が
、

接
助
・
逆
確
　
こ
れ

代

　
ま
で

副
助
・
範
囲

逃の
が

れ
来く

る

カ
変
・
体

　
は
、

係
助
・
区
別
　
な
ん
ぢ

代

　
と格助

・
相
手
　
一い
つ

所し
よ

　
で格助

・
場
所
　
死し

な
ナ
変
・
未
　
ん意・

終
　
と格助

・
引
用
　
思お
も

ふ
ハ
四
・
体
　
た

め
　
な
り
。

断
・
終

　
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
　
で格助

・
場
所
　
討う

た
タ
四
・
未
　
れ受・

未
　
ん婉・

体
　
よ
り

格
助
・
比
基
　
も
、

係
助
・
強
意
　
ひ
と
と
こ
ろ

で格助
・
場
所
　
こ
そ

係
助
・
強
意（

係）

　
討う

ち
死じ

に
　
を格助

・
対
象
　
も係助

・
強
意
　
せサ変

・
未
　
め
。」

意
・
已（

結）

と
て
、

格
助
・
引
用
　
馬う
ま

　
の格助

・
体
修
　
鼻は
な

　
を格助

・
対
象
　
並な
ら

べ
バ
下
二
・
用
　
て接助

・
単
接
　
駆か

け
カ
下
二
・
未
　
ん意・

終
　
と格助

・
引
用
　
しサ変

・
用

給た
ま

へ
補
動
・
ハ
四
・
已（

尊）

語
り
手
↓
義
仲
　
ば
、

接
助
・
順
理
　
今い
ま

井ゐ
の

四し

郎ら
う

　
馬う
ま

　
よ
り

格
助
・
起
点
　
飛と

び
降お

り
、

ラ
上
二
・
用

　
主し
ゆ
う

　
の格助

・
体
修
　
馬う
ま

の格助
・
体
修
　
口く
ち

　
に格助

・
対
象
　
取と

り
つ
い

カ
四
・
用（

イ
音）

　
て接助

・
単
接
　
申ま
う

し
サ
四
・
用（

謙）

語
り
手
↓
義
仲
　
け
る

過
・
体

　
は
、

係
助
・
提
示

　「
弓ゆ
み

矢や

取と

り
　
は
、

係
助
・
提
示
　
年と
し

ご
ろ
、　
日ひ

ご
ろ
　
い
か
な
る

形
動
ナ
リ
・
体

　
高か
う

名み
や
う

　
候さ
う
らへ

ハ
四
・
已（

丁）

兼
平
↓
義
仲
　
ど
も
、

接
助
・
逆
恒
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も
、
最
後
の
と
き
に
不
覚
を
と
っ
て
し
ま
う

と
、
い
つ
ま
で
も
（
お
名
前
の
）
傷
と
な
る

も
の
で
す
。
お
体
は
お
疲
れ
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。（
後
に
）
続
く
（
味
方
の
）
軍
勢
は

お
り
ま
せ
ん
。
敵
に
（
私
と
の
間
を
）
押
し

隔
て
ら
れ
、
取
る
に
足
ら
な
い
郎
等
ふ
ぜ
い

に
組
み
（
馬
か
ら
）
落
と
さ
れ
な
さ
っ
て
、

討
た
れ
て
お
し
ま
い
に
な
っ
た
な
ら
、『
あ

れ
ほ
ど
日
本
国
に
有
名
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

木
曽
殿
を
ば
、
誰
そ
れ
の
郎
等
が
お
討
ち
取

り
申
し
た
。』
な
ど
と
（
世
間
で
）
申
す
よ

う
な
こ
と
は
、
残
念
至
極
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
っ
す
ぐ
あ
の
松
原
に
お
入
り
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。」

と
申
し
上
げ
た
の
で
、
木
曽
は
、

　「
そ
れ
な
ら
ば
。」

最さ
い

後ご

　

の格助
・
体
修
　

と
き
　

不ふ

覚か
く

し

サ
変
・
用

　

つ
れ

完
・
已

　

ば
、

接
助
・
順
恒
　

長な
が

き
形
ク
・
体
　

き
ず
　

に断・
用
　

て接助
・
単
接

候さ
う
らふ

補
動
・
ハ
四
・
体（
丁）

兼
平
↓
義
仲
　
な
り
。

断
・
終

　
御お
ん

身み

　
は係助

・
区
別
　
疲つ
か

れ
ラ
下
二
・
未
　
さ
せ

尊
・
用（

兼
平
↓
義
仲）

　
給た
ま

ひ
補
動
・
ハ
四
・
用（

尊）

兼
平
↓
義
仲

て接助
・
単
接
　
候さ
う
らふ

。

補
動
・
ハ
四
・
終（

丁）

兼
平
↓
義
仲
　
続つ
づ

く
カ
四
・
体
　
勢せ
い

　
は係助

・
区
別
　
候さ
う
らは

ハ
四
・
未（

丁）

兼
平
↓
義
仲
　
ず
。

打
・
終
　
敵か
た
き

　
に格助

・
受
対

押お

し
隔へ
だ

て

タ
下
二
・
未

　
ら
れ
、

受
・
用

　
言い

ふ
か
ひ
な
き

形
ク
・
体

　
人ひ
と

　
の格助

・
体
修
　
郎ら
う

等ど
う

　
に格助

・
受
対
　
組く

み
落お

と
さ

サ
四
・
未

　
れ受・

未

さ
せ

尊
・
用（

兼
平
↓
義
仲）

　

給た
ま

ひ
補
動
・
ハ
四
・
用（
尊）
兼
平
↓
義
仲
　

て接助
・
単
接
　

討う

た
タ
四
・
未
　

れ受・
未
　

さ
せ

尊
・
用（

兼
平
↓
義
仲）

給た
ま

ひ
補
動
・
ハ
四
・
用（

尊）

兼
平
↓
義
仲
　

な完・
未
　

ば
、

接
助
・
順
仮
　
『
さ
ば
か
り

副

　

日に
つ

本ぽ
ん

国ご
く

　

に格助
・
場
所
　

聞き

こ
え

ヤ
下
二
・
未

さ
せ

尊
・
用（（

敵）

↓
義
仲）

　
給た
ま

ひ
補
動
・
ハ
四
・
用（

尊）（

敵）

↓
義
仲
　
つ
る

完
・
体

　
木き

曽そ

殿ど
の

　
を
ば
、

連
語（

格
助
・
対
象
゛
係
助
・
強
意）

　
そ
れ
が
し

代

が格助
・
体
修
　

郎ら
う

等ど
う

　

の格助
・
主
格
　

討う

ち
タ
四
・
用
　

奉た
て
まつ

補
動
・
ラ
四
・
用（
促
音）（

謙）（

敵）

↓
義
仲
　

た
る
。』

完
・
体

　

な
ん
ど

副
助
・
例
示

申ま
う

さ
サ
四
・
未（

謙）

兼
平
↓
義
仲
　
ん婉・

体
　
こ
と
　
こ
そ

係
助
・
強
意（

係）

　
口く
ち

惜を

し
う

形
シ
ク
・
用（

ウ
音）
　

候さ
う
らへ

。

補
動
・
ハ
四
・
已（

結）（

丁）

兼
平
↓
義
仲
　
た
だ

副

あ代
　
の格助

・
体
修
　
松ま
つ

原ば
ら

　
へ格助

・
方
向
　
入い

ら
ラ
四
・
未
　
せ尊・

用（

兼
平
↓
義
仲）

　
給た
ま

へ
。」

補
動
・
ハ
四
・
命（
尊）
兼
平
↓
義
仲

と格助
・
引
用
　
申ま
う

し
サ
四
・
用（

謙）

語
り
手
↓
義
仲
　
け
れ

過
・
已

　
ば
、

接
助
・
順
理
　
木き

曽そ

、

　「
さ
ら
ば
。」

接
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と
言
っ
て
、
粟
津
の
松
原
へ
馬
を
走
ら
せ
て

お
い
で
に
な
る
。

　
⑭
今
井
四
郎
は
た
だ
一
騎
で
、
五
十
騎
ほ

ど
（
の
敵
）
の
中
に
駆
け
入
っ
て
、
鐙
を
踏

ん
張
っ
て
（
馬
の
鞍
か
ら
）
立
ち
上
が
り
、

大
音
声
を
上
げ
て
名
乗
っ
た
こ
と
に
は
、

　「
日
頃
は
（
私
の
こ
と
は
）
う
わ
さ
に
も

聞
い
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
が
、
今
は
そ
の
目

で
御
覧
な
さ
れ
よ
。
木
曽
殿
の
御
乳
母
子
、

今
井
四
郎
兼
平
、
当
年
三
十
三
歳
に
な
り
申

す
。
そ
う
い
う
者
が
い
る
と
は
、
鎌
倉
殿
ま

で
も
御
存
じ
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
ぞ
。

兼
平
を
討
ち
取
っ
て
（
そ
の
首
を
、
鎌
倉
殿

に
）
お
目
に
か
け
よ
。」

と
言
っ
て
、
射
残
し
た
八
本
の
矢
を
、（
弓

に
）
つ
が
え
て
は
引
き
つ
が
え
て
は
引
き
、

矢
継
ぎ
早
に
射
る
。
⑮
生
死
の
ほ
ど
は
分
か

ら
な
い
が
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
敵
を
八
騎
射
落

と
し
た
。
⑯
そ
の
後
は
、
太
刀
を
抜
い
て
、

あ
ち
ら
（
の
敵
）
と
馳
せ
合
い
、
こ
ち
ら
と

馳
せ
合
い
し
て
、
斬
っ
て
回
る
と
、
面
と
向

か
い
合
（
っ
て
戦
）
う
者
は
い
な
い
。
⑰
分

捕
り
も
た
く
さ
ん
に
し
た
の
だ
っ
た
。
⑱

と
て
、

格
助
・
引
用
　
粟あ
は

津づ

の
松ま
つ

原ば
ら

　
へ格助

・
方
向
　
ぞ係助

・
強
意（

係）

　
駆か

け
カ
下
二
・
用
　
給た
ま

ふ
。

補
動
・
ハ
四
・
体（

結）（

尊）

語
り
手
↓
義
仲

　
⑭
今い
ま

井ゐ
の

四し

郎ら
う

　
た
だ

副

　
一い
つ

騎き

、　
五ご

十じ
つ

騎き

　
ば
か
り

副
助
・
程
度

　
が格助

・
体
修
　
中な
か

　
へ格助

・
方
向
　
駆か

け
入い

り
、

ラ
四
・
用

　
鐙あ
ぶ
み

踏ふ

ん
張ば

り

ラ
四
・
用

　
立た

ち
上あ

が
り
、

ラ
四
・
用

　
大だ
い

音お
ん

声じ
や
う

　
上あ

げ
ガ
下
二
・
用
　
て接助

・
単
接
　
名な

乗の

り

ラ
四
・
用

　
け
る

過
・
体

　
は
、

係
助
・
提
示

　「
日ひ

ご
ろ
　
は係助

・
区
別
　
音お
と

　
に格助

・
対
象
　
も係助

・
同
類
　
聞き

き
カ
四
・
用
　
つ強・

終
　
ら
ん
、

現
推
・
終

　
今い
ま

　
は係助

・
区
別
　
目め

に格助
・
対
象
　
も係助

・
同
類
　
見みマ

上
一
・
用
　
給た
ま

へ
。

補
動
・
ハ
四
・
命（

尊）

兼
平
↓
敵
　
木き

曽そ

殿ど
の

　
の格助

・
体
修
　
御お
ん

乳
母
め
の
と

子ご

、　
今い
ま

井ゐ
の

四し

郎ら
う

兼か
ね

平ひ
ら

、　
生し
や
う

年ね
ん

　
三さ
ん

十じ
ふ

三さ
ん

　
に格助

・
変
化
　
ま
か
り
な
る
。

ラ
四
・
終（

謙）

兼
平
↓
敵
　
さ
る

連

　
者も
の

　
あ
り

ラ
変
・
終
　
と格助

・
引
用
　
は
、

係
助
・
提
示

鎌か
ま

倉く
ら

殿ど
の

　
ま
で

副
助
・
範
囲
　
も係助

・
強
意
　
知し

ろ
し
め
さ

サ
四
・
未（

尊）

兼
平
↓
頼
朝
　
れ尊・

用（

兼
平
↓
頼
朝）

　
た
る

存
・
体

　
ら
ん

現
推
・
体
　
ぞ
。

係
助
・
強
意
　
兼か
ね

平ひ
ら

討う

つ
タ
四
・
用（

促
音）

　
て接助

・
単
接
　
見げ
ん

参ざ
ん

　
に格助

・
対
象
　
入い

れ
よ
。」

ラ
下
二
・
命

と
て
、

格
助
・
引
用
　

射い

残の
こ

し

サ
四
・
用

　

た
る

完
・
体

　

八や

筋す
ぢ

　

の格助
・
体
修
　

矢や

　

を
、

格
助
・
対
象
　

さ
し
つ
め

マ
下
二
・
用

　

引ひ

き
つ
め

マ
下
二
・
用

さ
ん
ざ
ん
に

形
動
ナ
リ
・
用

　
射い

る
。

ヤ
上
一
・
終
　
⑮
死し

生し
や
う

　
は係助

・
区
別
　
知し

ら
ラ
四
・
未
　
ず
、

打
・
用
　
や
に
は
に

副

　
敵か
た
き

　
八は
つ

騎き

　
射い

落お

と
す
。

サ
四
・
終

⑯
そ代
　
の格助

・
体
修
　
後の
ち

　
打う

ち
物も
の

　
抜ぬ

い
カ
四
・
用（

イ
音）

　
て
、

接
助
・
単
接
　
あ
れ

代

　
に格助

・
場
所
　
馳は

せ
合あ

ひ
、

ハ
四
・
用

　
こ
れ

代

に格助
・
場
所
　
馳は

せ
合あ

ひ
、

ハ
四
・
用

　
切き

つ
ラ
四
・
用（

促
音）

　
て接助

・
単
接
　
回ま
は

る
ラ
四
・
体
　
に
、

接
助
・
単
接
　
面お
も
て

　
を格助

・
対
象
　
合あ

は
す
る

サ
下
二
・
体

　
者も
の
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（

敵
は
）
ひ
た
す
ら
、

　「
射
殺
せ
よ
。」

と
言
っ
て
、
中
に
取
り
囲
ん
で
、
雨
が
降
る

よ
う
に
（
矢
を
）
射
た
け
れ
ど
も
、
鎧
が
よ

い
の
で
（
矢
は
）
裏
ま
で
届
か
ず
、（
鎧
の
）

透
き
間
を
射
当
て
な
い
の
で
、
傷
も
負
わ
な

い
。

　
⑲
木
曽
殿
は
た
だ
一
騎
で
、
粟
津
の
松
原

に
駆
け
入
り
な
さ
っ
た
が
、
正
月
二
十
一
日

の
日
暮
れ
時
分
の
こ
と
で
あ
る
う
え
に
、
薄

氷
が
張
っ
て
は
い
る
し
、
深
田
が
あ
る
と
も

知
ら
な
い
で
、
馬
を
ざ
っ
と
乗
り
入
れ
た
と

こ
ろ
、（
深
田
に
沈
み
込
ん
で
し
ま
い
）
馬

の
頭
も
見
え
な
く
な
っ
た
。
⑳（

鐙
で
馬
の

腹
を
蹴
り
つ
け
て
）
あ
お
っ
て
も
あ
お
っ
て

も
、（
ま
た
、
鞭
で
）
打
っ
て
も
打
っ
て
も
、

（
馬
は
）
動
か
な
い
。
㉑
今
井
の
行
方
が
気

が
か
り
で
、（
義
仲
が
）
振
り
仰
ぎ
（
後
ろ

を
御
覧
）
な
さ
っ
た
内
甲
を
、
三
浦
の
石
田

次
郎
為
久
が
、
追
い
す
が
り
ざ
ま
（
弓
を
）

引
き
絞
っ
て
、
ぴ
ゅ
う
、
ぷ
つ
っ
と
射
止
め

た
。
㉒
深
手
な
の
で
、（
義
仲
が
、
甲
の
）

ぞ係助
・
強
意（

係）

　
な
き
。

形
ク
・
体（

結）

　
⑰
分ぶ
ん

捕ど

り
　
あ
ま
た

副

　
しサ変

・
用
　
た
り

完
・
用

　
け
り
。

過
・
終

　
⑱
た
だ
、

副

　「
射い

と
れ

ラ
四
・
命

　
や
。」

間
助
・
呼
掛

と
て
、

格
助
・
引
用
　
中な
か

　
に格助

・
場
所
　
取と

り
こ
め
、

マ
下
二
・
用

　
雨あ
め

　
の格助

・
主
格
　
降ふ

る
ラ
四
・
体
　
や
う
に

比
・
用

　
射いヤ

上
一
・
用
　
け
れ

過
・
已

　
ど
も
、

接
助
・
逆
確

鎧よ
ろ
ひ

　
よ
け
れ

形
ク
・
已

　
ば接助

・
順
理
　
裏う
ら

　
か
か

カ
四
・
未
　
ず
、

打
・
用
　
あ
き
間ま

　
を格助

・
対
象
　
射いヤ

上
一
・
未
　
ね打・

已
　
ば接助

・
順
理
　
手て

も係助
・
強
意
　
負お

は
ハ
四
・
未
　
ず
。

打
・
終

　
⑲
木き

曽そ

殿ど
の

　

は係助
・
区
別
　

た
だ

副

　

一い
つ

騎き

、　

粟あ
は

津づ

の
松ま
つ

原ば
ら

　

へ格助
・
方
向
　

駆か

け
カ
下
二
・
用

給た
ま

ふ
補
動
・
ハ
四
・
体（

尊）

語
り
手
↓
義
仲
　
が
、

接
助
・
単
接
　
正し
や
う

月ぐ
わ
つ二に

十じ
ふ

一い
ち

日に
ち

、　
入い
り

相あ
ひ

　
ば
か
り

副
助
・
程
度

　
の格助

・
体
修
　
こ
と
　
な
る

断
・
体

に
、

接
助
・
添
加
　
薄う
す

氷ご
ほ
り

　
は係助

・
提
示
　
張は

つ
ラ
四
・
用（

促
音）

　
た
り

存
・
用

　
け
り
、

過
・
終

　
深ふ
か

田た

　
あ
り

ラ
変
・
終
　
と格助

・
引
用
　
も係助

・
同
類

知し

ら
ラ
四
・
未
　
ず打・

用
　
し
て
、

接
助
・
理
由
　
馬う
ま

　
を格助

・
対
象
　
ざ
つ
と

副

　
う
ち
入い

れ

ラ
下
二
・
用

　
た
れ

完
・
已

　
ば
、

接
助
・
順
偶
　
馬う
ま

　
の格助

・
体
修

頭か
し
ら

　
も係助

・
同
類
　
見み

え
ヤ
下
二
・
未
　
ざ
り

打
・
用

　
け
り
。

過
・
終

　
⑳
あ
ふ
れ

ラ
四
・
已

　
ど
も

接
助
・
逆
確
　
あ
ふ
れ

ラ
四
・
已

　
ど
も
、

接
助
・
逆
確
　
打う

て
タ
四
・
已

ど
も

接
助
・
逆
確
　
打う

て
タ
四
・
已
　
ど
も

接
助
・
逆
確
　
は
た
ら
か

カ
四
・
未

　
ず
。

打
・
終
　
㉑
今い
ま

井ゐ

　
が格助

・
体
修
　
行
方
ゆ
く
へ

　
の格助

・
体
修
　
お
ぼ
つ
か
な

さ
　
に
、

格
助
・
理
由
　
振ふ

り
仰あ
ふ

ぎ

ガ
四
・
用

　
給た
ま

へ
補
動
・
ハ
四
・
已（

尊）

語
り
手
↓
義
仲
　
る完・

体
　
内う
ち

甲か
ぶ
と

　
を
、

格
助
・
対
象
　
三み

浦う
ら

　
の格助

・
体
修
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真
っ
向
を
馬
の
頭
に
当
て
て
う
つ
伏
せ
に
な

ら
れ
た
と
こ
ろ
に
、
石
田
の
郎
等
が
二
人

（
そ
の
場
に
）
走
り
寄
っ
て
、
つ
い
に
木
曽

殿
の
首
を
取
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。
㉓

（

石
田
が
、
義
仲
の
首
を
）
太
刀
の
先
に
貫

い
て
高
く
差
し
上
げ
、
大
音
声
を
上
げ
て
、

　「
こ
の
日
頃
日
本
国
中
に
知
れ
渡
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
木
曽
殿
を
ば
、
三
浦
の
石
田

次
郎
為
久
が
お
討
ち
申
し
た
ぞ
。」

と
（
勝
ち
）
名
乗
り
を
上
げ
た
の
で
、
今
井

四
郎
は
（
敵
の
軍
勢
と
）
戦
っ
て
い
た
と
こ

ろ
が
、
こ
れ
を
聞
い
て
、

　「
今
と
な
っ
て
は
、
誰
を
か
ば
お
う
と
て

戦
を
も
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
御

石い
し

田だ
の

次じ

郎ら
う

為た
め

久ひ
さ

、　
追お

つ
か
か
つ

ラ
四
・
用（

促
音）

　
て接助

・
単
接
　
よ
つ
ぴ
い

カ
四
・
用（

イ
音）

　
て接助

・
単
接
　
ひ
や
う
ふ
つ
と

副

　
射い

る
。

ヤ
上
一
・
終

㉒
痛い
た

手で

　
な
れ

断
・
已

　
ば
、

接
助
・
順
理
　
真ま
つ

向か
う

　
を格助

・
対
象
　
馬う
ま

　
の格助

・
体
修
　
頭か
し
ら

　
に格助

・
対
象
　
当あ

て
タ
下
二
・
用
　
て
、

接
助
・
単
接

う
つ
ぶ
し

サ
四
・
用

　
給た
ま

へ
補
動
・
ハ
四
・
已（

尊）

語
り
手
↓
義
仲
　
る完・

体
　
と
こ
ろ
　
に
、

格
助
・
時
間
　
石い
し

田だ

　
が格助

・
体
修
　
郎ら
う

等ど
う

二に

人に
ん

落お

ち
合あ

う

ハ
四
・
用（

ウ
音）

　
て
、

接
助
・
単
接
　
つ
ひ
に

副

　
木き

曽そ

殿ど
の

　
の格助

・
体
修
　
首く
び

　
を
ば

連
語（

格
助
・
対
象
゛
係
助
・
強
意）

　
取と

つ
ラ
四
・
用（

促
音）

て
ん
げ
り
。

連
語〔
完
・
用（

撥
音）

゛
過
・
終
〕
　
㉓
太た

刀ち

　
の格助

・
体
修
　
先さ
き

　
に格助

・
場
所
　
貫つ
ら
ぬき

、

カ
四
・
用

　
高た
か

く
形
ク
・
用
　
さ
し
上あ

げ
、

ガ
下
二
・
用

　
大だ
い

音お
ん

声じ
や
う

　
を格助

・
対
象
　
上あ

げ
ガ
下
二
・
用
　
て
、

接
助
・
単
接

　「
こ代
　
の格助

・
体
修
　
日ひ

ご
ろ
　
日に
つ

本ぽ
ん

国ご
く

　
に格助

・
場
所
　
聞き

こ
え

ヤ
下
二
・
未

　
さ
せ

尊
・
用（

為
久
↓
義
仲）

　
給た
ま

ひ
補
動
・
ハ
四
・
用（

尊）

為
久
↓
義
仲

つ
る

完
・
体

　
木き

曽そ

殿ど
の

　
を
ば
、

連
語（

格
助
・
対
象
゛
係
助
・
強
意）

　
三み

浦う
ら

　
の格助

・
体
修
　
石い
し

田だ
の

次じ

郎ら
う

為た
め

久ひ
さ

　
が格助

・
主
格
　
討う

ち
タ
四
・
用

奉た
て
まつ

補
動
・
ラ
四
・
用（

促
音）（

謙）

為
久
↓
義
仲
　
た
る

完
・
体

　
ぞ係助

・
強
意
　
や
。」

間
助
・
呼
掛

と格助
・
引
用
　
名な

乗の

り

ラ
四
・
用

　
け
れ

過
・
已

　
ば
、

接
助
・
順
理
　
今い
ま

井ゐ
の

四し

郎ら
う

　
い
く
さ
　
しサ変

・
用
　
け
る

過
・
体

　
が
、

接
助
・
逆
確
　
こ
れ

代

を格助
・
対
象
　
聞き

き
、

カ
四
・
用

　「
今い
ま

　
は係助

・
区
別
　
誰た
れ

代

　
を格助

・
対
象
　
か
ば
は

ハ
四
・
未

　
ん意・

終
　
と
て

格
助
・
引
用
　
か
、

係
助
・
反
語（

係）

　
い
く
さ
　
を格助

・
対
象
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覧
ぜ
よ
、
東
国
の
殿
た
ち
よ
、（
こ
れ
こ
そ
）

日
本
一
の
剛
の
者
の
自
害
す
る
手
本
ぞ
。」

と
言
っ
て
、（
自
分
の
）
太
刀
の
先
を
口
に

く
わ
え
て
、
馬
か
ら
真
っ
逆
さ
ま
に
飛
ん
で

落
ち
、（
自
ら
の
太
刀
に
）
差
し
貫
か
れ
て

死
ん
で
し
ま
っ
た
。
㉔
こ
う
し
て
、
粟
津
の

戦
い
と
い
う
（
華
々
し
い
）
も
の
は
な
か
っ

た
の
で
あ
っ
た
。

も係助
・
強
意
　
すサ変

・
終
　
べ
き
。

当
・
体（

結）

　
こ
れ

代

　
を格助

・
対
象
　
見みマ

上
一
・
用
　
給た
ま

へ
、

補
動
・
ハ
四
・
命（

尊）

兼
平
↓
敵
　
東と
う

国ご
く

　
の格助

・
体
修

殿と
の

ば
ら
、　
日に
つ

本ぽ
ん

一い
ち

　
の格助

・
体
修
　
剛か
う

形
動
ナ
リ
・
語
幹
　
の格助

・
体
修
　
者も
の

　
の格助

・
主
格
　
自じ

害が
い

す
る

サ
変
・
体

　
手て

本ほ
ん

。」

と
て
、

格
助
・
引
用
　
太た

刀ち

　
の格助

・
体
修
　
先さ
き

　
を格助

・
対
象
　
口く
ち

　
に格助

・
場
所
　
含ふ
く

み
、

マ
四
・
用

　
馬う
ま

　
よ
り

格
助
・
起
点
　
逆さ
か

さ
ま
に

形
動
ナ
リ
・
用

飛と

び
落お

ち
、

タ
上
二
・
用

　
貫つ
ら
ぬか

つ

ラ
四
・
用（

促
音）
　
て接助

・
単
接
　
ぞ係助

・
強
意（

係）

　
失う

せ
サ
下
二
・
用
　
に完・

用
　
け
る
。

過
・
体（

結）

　
㉔
さ
て

副

　
こ
そ

係
助
・
強
意（

係）

粟あ
は

津づ

　
の格助

・
体
修
　
い
く
さ
　
は係助

・
区
別
　
な
か
り

形
ク
・
用

　
け
れ
。

過
・
已（

結）

明治書院「精選　言語文化」指導資料R4
古文編　単元 6「木曽の最期」教材の詳細● 12

c_06_01_01_kiso_kyozai



学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

導
入
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶
源
平
の
合
戦
に
つ
い
て
、
知
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
る
。

❷
源
平
の
合
戦
の
経
緯
を
説
明
し
、
こ
こ
で
は
誰
と
誰
が
戦
っ
て
い
る

の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

❸
「
平
家
物
語
」
の
中
で
木
曽
義
仲
は
ど
の
よ
う
な
武
将
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
か
調
べ
る
。
知
技
⑴
ア

❶
中
学
で
習
っ
た
こ
と
や
、
ア
ニ
メ
、
漫
画
、
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
も
の
な
ど

か
ら
、
知
っ
て
い
る
人
物
名
を
あ
げ
さ
せ
る
。

❷
歴
史
の
知
識
の
補
足
説
明
↓
平
家
を
都
か
ら
追
い
出
し
た
の
は
義
仲
で
あ

り
、
そ
の
専
横
を
嫌
う
後
白
河
法
皇
が
、
頼
朝
に
義
仲
を
討
つ
よ
う
に
命

じ
、
頼
朝
は
弟
の
義
経
を
義
仲
討
伐
に
差
し
向
け
た
。
こ
こ
で
は
源
義
経

対
木
曽
義
仲
と
い
う
源
氏
同
士
の
戦
い
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

❸「
俱
利
迦
羅
落
」
で
は
、
知
略
に
長
け
た
大
将
と
し
て
の
義
仲
が
、「
猫

間
」
で
は
マ
ナ
ー
も
知
ら
ぬ
田
舎
者
と
し
て
の
義
仲
が
描
か
れ
る
。
そ
の

よ
う
な
義
仲
の
異
な
る
面
が
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
比
較
し
な
が
ら
読

ま
せ
る
と
よ
い
。

　【
評
価
】
言
葉
に
は
、
文
化
の
継
承
、
発
展
、
創
造
を
支
え
る
働
き
が
あ

る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

展
開
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶
「
古
文
を
読
む
た
め
に
６
」
を
参
考
に
し
、
頻
出
の
敬
語
の
意
味
と
用

法
、
そ
の
他
の
重
要
語
句
を
古
語
辞
典
で
調
べ
る
。
知
技
⑴
ウ
・
⑵
ウ

↓
「
言
葉
と
表
現
」
１

❷
音
便
や
敬
語
の
読
み
方
に
注
意
し
、
全
文
を
正
確
に
音
読
す
る
。
知

技
⑴
エ
・
⑵
エ
思
判
表
Ｂ
⑴
ア

↓
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１

❸
義
仲
の
装
束
や
物
の
具
に
つ
い
て
調
べ
、
合
戦
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か

む
。

❹
義
仲
に
つ
い
て
の
記
述
と
巴
・
兼
平
に
つ
い
て
の
記
述
を
そ
れ
ぞ
れ

文
中
か
ら
抜
き
出
し
、
そ
こ
に
表
れ
て
い
る
心
情
を
読
み
取
る
。
思

判
表
Ｂ
⑴
イ
主
態

↓
「
言
語
活
動
」
１

　
　
　
⑴
　
巴
と
の
別
れ
の
と
き
の
義
仲
と
巴

　
　
　
⑵
　
主
従
二
騎
に
な
っ
た
と
き
の
義
仲
と
兼
平

　
　
　
⑶
　
義
仲
と
兼
平
の
そ
れ
ぞ
れ
の
最
期
を
遂
げ
た
と
き

　
　
以
上
の
部
分
に
、
ど
の
よ
う
な
心
情
が
表
れ
て
い
る
か
、
考
え
る
。

❶
本
文
中
に
敬
語
が
多
い
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
読
み
と
理
解
の
た
め
に
先
に
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語
句
の
解
説
を
し
て
お
く
。
尊
敬
語
・
謙
譲
語
・
丁
寧
語
の
区
別
を
し
て

お
く
こ
と
で
、
主
語
を
考
え
る
手
が
か
り
に
な
る
。
た
だ
辞
書
を
引
く
だ

け
で
な
く
、
多
義
語
は
文
中
で
の
意
味
を
よ
く
考
え
さ
せ
る
。

　【
評
価
】
敬
語
の
意
味
と
用
法
、
重
要
語
句
を
調
べ
る
こ
と
を
通
し
て
、

我
が
国
の
言
語
文
化
に
特
徴
的
な
語
句
の
量
を
増
し
、
そ
れ
ら
の
文
化
的

背
景
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
語
感
を
磨
き
語
彙
を
豊
か
に
し
て
い
る
か
、

確
認
す
る
。

　
⒏
敬
語
の
意
味
と
用
法
、
重
要
語
句
を
調
べ
る
こ
と
を
通
し
て
、
古
典
の

世
界
に
親
し
む
た
め
に
、
古
典
を
読
む
た
め
に
必
要
な
文
語
の
き
ま
り
や
、

古
典
特
有
の
表
現
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

❸
必
要
な
ら
最
初
に
範
読
を
す
る
。
特
に
促
音
便
は
「
つ
」
の
表
記
が
大
き

い
ま
ま
な
の
で
注
意
す
る
。

　【
評
価
】
文
章
の
意
味
は
、
文
脈
の
中
で
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
理
解
し
て

い
る
か
、
確
認
す
る
。

　
⒏
正
確
に
音
読
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
時
間
の
経
過
に
よ
る
文
字
や
言
葉

の
変
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
古
典
の
言
葉
と
現
代
の
言
葉
と
の
つ
な

が
り
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

　
⒏
正
確
に
音
読
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容

や
構
成
、
展
開
な
ど
に
つ
い
て
叙
述
を
基
に
的
確
に
捉
え
て
い
る
か
、
確

認
す
る
。

❹
平
安
末
期
の
こ
の
こ
ろ
は
、
鎧
・
甲
・
太
刀
な
ど
が
最
も
華
や
か
な
作
り

で
あ
っ
た
。
動
き
の
多
い
合
戦
場
面
で
、
華
や
か
な
物
の
具
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
こ
と
か
ら
、
絵
画
的
な
楽
し
さ
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
便
覧
や

ビ
デ
オ
教
材
な
ど
が
あ
れ
ば
活
用
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
装
束
は
色
や
素
材

な
ど
、
地
位
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
、
こ
の
い
で
た
ち
が
敵
の
地
位
の
判

断
基
準
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

❺

⑴
　
巴
と
の
別
れ
の
と
き

　
　
　
義
仲
　「
お
の
れ
は
、
疾
う
疾
う
、
女
な
れ
ば
…
」
↓
巴
へ
の
愛
情

　
　
　
巴
　
な
ほ
落
ち
も
行
か
ざ
り
け
る
が
、
あ
ま
り
に
言
は
れ
奉
つ
て
、

「
あ
つ
ぱ
れ
、
よ
か
ら
う
敵
が
な
。
…
」
↓
義
仲
へ
の
愛
情

　
　
　〔
愛
に
よ
る
生
が
テ
ー
マ
〕

　
　
⑵
　
主
従
二
騎
に
な
っ
た
と
き

　
　
　
義
仲
　「
日
ご
ろ
は
何
と
も
お
ぼ
え
ぬ
鎧
が
…
」

　
　
　
　
　
　「
…
一
所
で
こ
そ
討
ち
死
に
を
も
せ
め
。」

　
　
　
兼
平
　「
…
臆
病
で
こ
そ
さ
は
お
ぼ
し
め
し
候
へ
。」

　
　
　
　
　
　
　
馬
よ
り
飛
び
降
り
、
主
の
馬
の
口
に
取
り
つ
い
て
…

　
　
⑶
　
義
仲
と
兼
平
の
そ
れ
ぞ
れ
の
最
期
の
と
き

　
　
　
義
仲
　「
さ
ら
ば
。」
と
て

　
　
　
兼
平
　
大
音
声
あ
げ
て
名
乗
り

　
　
　
　
義
仲
が
深
田
に
は
ま
り
、
最
期
を
遂
げ
た
と
き

　
　
　
義
仲
　
あ
ふ
れ
ど
も
あ
ふ
れ
ど
も
…
今
井
が
行
方
の
お
ぼ
つ
か
な
さ

に

　
　
　
兼
平
　「
今
は
た
れ
を
か
ば
は
ん
と
て
か
、
い
く
さ
を
も
す
べ
き
。」

　
　
　
　
義
仲
↓
乳
母
子
兼
平
へ
の
信
頼
、
兼
平
↓
主
の
名
誉
を
思
う
忠
誠

　
　
　〔
愛
に
よ
る
死
が
テ
ー
マ
〕

　
　
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
る
か
、
文
中
か
ら
抜
き
出
さ
せ
る
。
巴
に
対
し
て
は
あ
く

ま
で
武
士
の
名
誉
を
守
ろ
う
と
す
る
義
仲
だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
巴
を
逃
が

す
た
め
の
説
得
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
義
仲
に
と
っ
て
は
巴
は
女
性
で

あ
り
、
命
を
守
る
べ
き
相
手
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
兼
仲
と
二
人
に
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な
っ
た
と
き
初
め
て
弱
音
を
吐
く
と
こ
ろ
に
注
意
さ
せ
る
。
乳
母
子
の
兼

平
は
、
義
仲
に
と
っ
て
死
を
共
に
す
る
相
手
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
兼

平
は
あ
く
ま
で
主
君
の
名
誉
を
守
ろ
う
と
必
死
に
な
る
。
ま
た
、
義
仲
が

敵
に
討
た
れ
た
の
も
、
兼
平
の
身
を
案
じ
て
振
り
返
っ
た
と
こ
ろ
を
射
抜

か
れ
た
と
い
う
こ
と
、
兼
平
は
義
仲
が
討
た
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
自
ら
自

害
し
た
こ
と
か
ら
、
二
人
の
心
の
結
び
つ
き
の
強
さ
を
感
じ
取
ら
せ
た
い
。

　【
評
価
】
登
場
人
物
の
心
情
を
読
み
取
る
こ
と
を
通
し
て
、
作
品
や
文
章

に
表
れ
て
い
る
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
捉
え
、
内
容
を
解
釈

し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

　
⒏
進
ん
で
音
読
す
る
、
平
曲
を
聞
く
な
ど
を
通
し
て
「
平
家
物
語
」
特
有

の
表
現
を
味
わ
い
、
軍
記
物
語
の
文
体
の
特
徴
に
つ
い
て
理
解
し
、
学
習

課
題
に
沿
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
の
登
場
人
物
の
心
情
を
深
く
読
み

取
ろ
う
と
し
て
い
る
か
、
分
析
す
る
。

ま
と
め
と
発
展
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶
前
の
時
間
に
ま
と
め
た
義
仲
と
巴
・
兼
平
に
つ
い
て
の
記
述
か
ら
、

こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
考
え
る
。
ま

た
、
彼
ら
の
言
動
の
中
で
共
感
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
話
し
合
う
。

主
態

❷
「
古
文
の
窓
５
」
も
参
考
に
し
、
音
便
や
文
の
調
子
に
注
意
し
な
が
ら
、

内
容
を
ふ
ま
え
て
朗
読
す
る
。
知
技
⑵
オ
思
判
表
Ｂ
⑴
ア

❸
参
考
「
祇
園
精
舎
」
を
読
み
、「
木
曽
の
最
期
」
か
ら
読
み
取
れ
る

「
諸
行
無
常
」「
盛
者
必
衰
」
に
つ
い
て
考
え
る
。
思
判
表
Ｂ
⑴
エ

❶「
平
家
物
語
」
が
語
り
物
と
い
う
形
で
大
衆
に
親
し
ま
れ
て
き
た
こ
と
を

ふ
ま
え
、
義
仲
は
な
ぜ
英
雄
な
の
か
、
巴
は
？
　
兼
平
は
？
　
と
考
え
さ

せ
る
。
最
期
の
と
き
に
女
を
連
れ
て
い
る
の
は
恥
に
な
る
こ
と
や
、
主
君

を
守
る
た
め
に
命
を
か
け
る
こ
と
は
、
今
の
生
徒
に
は
受
け
入
れ
に
く
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
素
直
な
感
想
と
し
て
よ
い
。
対
象
は

変
わ
っ
て
も
「
命
を
か
け
て
守
り
た
い
も
の
」
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
ず
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
問
い
か
け
て
み
た
い
。

　
⒏
感
想
を
発
表
す
る
、
言
語
活
動
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
場
面
で
の
登
場
人
物
の
心
情
を
深
く
読
み
取
ろ
う
と
し
て
い
る
か
、

分
析
す
る
。

❷
内
容
を
理
解
し
た
こ
と
で
、
よ
り
な
め
ら
か
な
読
み
が
可
能
に
な
り
、
そ

れ
が
文
章
を
味
わ
う
こ
と
に
つ
な
が
る
よ
う
に
朗
読
さ
せ
る
。
語
り
物
と

し
て
伝
え
ら
れ
た
「
平
家
物
語
」
の
流
麗
な
調
子
を
少
し
で
も
体
感
で
き

る
と
よ
い
。
九
四
ペ
ー
ジ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
平
曲
を
聞
か
せ
る
の
も
効

果
的
だ
ろ
う
。

　【
評
価
】
音
読
を
通
し
て
、
和
漢
混
交
文
な
ど
歴
史
的
な
文
体
の
変
化
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

　
⒏
朗
読
す
る
、
平
曲
を
聞
く
な
ど
を
通
し
て
「
平
家
物
語
」
特
有
の
表
現

を
味
わ
い
、
軍
記
物
語
の
文
体
の
特
徴
に
つ
い
て
理
解
し
よ
う
と
し
て
い

る
か
、
確
認
す
る
。

❸
冒
頭
の
「
祇
園
精
舎
」
で
物
語
全
体
を
貫
く
思
想
が
提
示
さ
れ
、
そ
の
後
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に
実
例
が
語
ら
れ
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
お
り
、「
木
曽
の
最
期
」
も

そ
の
実
例
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。「
俱
利
迦
羅
落
」
で
義

仲
が
平
家
を
討
っ
た
と
き
の
勢
い
あ
る
姿
と
比
較
す
る
こ
と
で
「
盛
者
必

衰
」
が
感
じ
取
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
現
代
の
社
会
状
況
で
も
「
盛

者
必
衰
」
は
至
る
所
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。

　【
評
価
】「
諸
行
無
常
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
作
品
や
文
章

の
成
立
し
た
背
景
や
他
の
作
品
な
ど
と
の
関
係
を
踏
ま
え
、
内
容
の
解
釈

を
深
め
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。
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指
導
上
の
注
意
点
と
発
問
例

●
八
六
ペ
ー
ジ

問
義
仲
の
装
束
は
ど
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
か
。

答
大
将
軍
ら
し
い
威
厳
と
、
英
雄
の
持
つ
華
や
か
さ

を
感
じ
さ
せ
る
。

補
赤
地
の
錦
の
直
垂
に
唐
綾
威
の
鎧
と
い
う
華
や
か

な
衣
装
に
、
甲
も
太
刀
も
弓
矢
も
大
将
に
ふ
さ
わ

し
い
立
派
な
も
の
を
持
っ
て
い
る
。
た
く
ま
し
い

馬
に
置
い
た
鞍
も
豪
華
な
も
の
で
あ
る
。
最
後
の

合
戦
に
ふ
さ
わ
し
い
い
で
た
ち
で
あ
る
が
、
武
士

に
と
っ
て
の
晴
れ
の
場
と
い
え
る
戦
に
お
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
ふ
さ
わ
し
い
い
で
た
ち
が
あ

り
、
そ
れ
で
敵
の
立
場
を
判
断
し
て
い
た
。

●
八
七
ペ
ー
ジ

問
「
頭
高
に
」（
12
行
目
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
様
子

を
述
べ
て
い
る
か
。

答
「
語
句
の
研
究
」
参
照
。

問
「
聞
こ
ゆ
る
」（
12
行
目
）
は
、
こ
こ
で
は
ど
の
よ

う
な
意
味
か
。

答
「
評
判
が
高
い
。
名
だ
た
る
」「
世
に
知
れ
て
い

る
」
の
意
。

問
「
鬼
涬
毛
」（
13
行
目
）
の
「
鬼
」
は
ど
の
よ
う
な

意
味
合
い
（
印
象
）
の
あ
る
接
頭
語
か
。

答
「
語
句
の
研
究
」
参
照
。

問
「
あ
ま
す
な
」（
６
行
目
）
の
「
あ
ま
す
」
と
は
、

ど
の
よ
う
な
意
味
か
。

語
句
の
研
究

●
八
六
ペ
ー
ジ

10
木
曽
左
馬
頭
　
源
義
仲
。
源

み
な
も
と
の

為た
め

義よ
し

の
二
男
義よ
し

賢か
た

の
子
。
二
歳
の
と
き
、
同
族
の
争
い
で
叔
父
義
朝

の
子
義
平
に
父
を
討
た
れ
、
逃
れ
て
木
曽
の
中
原

兼
遠
に
養
育
さ
れ
た
。
治じ

承し
ょ
う四
（
一一八〇）
年
、
以も
ち

仁ひ
と

王
の
令り
ょ
う旨じ

を
受
け
て
挙
兵
し
、
北
陸
路
か
ら
進

出
し
て
、
寿じ
ゅ

永え
い

二
（
一一八三）
年
五
月
、
越
中
礪と

波な
み

山や
ま

で
平
家
の
大
軍
を
破
り
、
七
月
に
は
平
家
を
追

っ
て
入
京
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、「
朝
日
将
軍
」

と
呼
ば
れ
て
華
々
し
く
登
場
し
た
義
仲
も
、
後
白

河
法
皇
を
中
心
と
す
る
貴
族
政
界
と
の
対
立
を
生

じ
、
さ
ら
に
、
九
州
大
宰
府
に
一
度
落
ち
た
後
、

四
国
屋
島
を
回
復
し
備
中
方
面
に
進
出
し
た
平
家

に
水
島
の
戦
い
で
敗
れ
る
な
ど
し
て
、
急
速
に
孤

立
し
た
。
同
年
十
二
月
に
鎌
倉
の
頼
朝
に
義
仲
追

討
の
院
宣
が
下
り
、
頼
朝
が
派
遣
し
た
範
頼
・
義

経
軍
に
討
た
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
五
万

騎
を
も
っ
て
入
京
し
た
と
さ
れ
る
義
仲
軍
は
、
瀬

田
を
守
る
今
井
兼
平
が
八
百
騎
、
宇
治
橋
に
五
百

騎
、
下
流
の
淀
・
一い

も

口あ
ら
いに
三
百
騎
が
派
遣
さ
れ
、

京
の
義
仲
は
僅
か
百
騎
余
の
手
勢
を
従
え
る
の
み

と
記
さ
れ
て
い
る
。
関
東
軍
六
万
騎
に
対
し
て
、

あ
ま
り
の
凋
落
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

10
そ
の
日
の
装
束
に
は
…
　
以
下
の
武
装
の
描
写
に

は
、
堂
々
と
力
強
い
感
じ
の
中
に
も
、
豪
華
・
華

麗
な
印
象
が
あ
る
。
武
装
の
描
写
は
、
な
か
な
か

具
体
的
に
想
像
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
身
分

の
高
い
武
将
が
身
に
つ
け
る
中
国
伝
来
の
唐
綾
威

の
鎧
や
石
打
の
矢
な
ど
で
大
将
軍
ら
し
さ
を
演
出

し
て
い
る
と
こ
ろ
を
読
み
取
り
た
い
。
な
お
、
義

仲
が
初
め
て
入
京
す
る
場
面
（
巻
八
「
山
門
御

幸
」）
の
武
装
も
、
ほ
と
ん
ど
こ
こ
と
同
じ
で
、

語
り
手
は
義
仲
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
貫
し
て
描
い
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
装
束
の
描
写
が
詳
し
い
の
は
、

身
分
や
年
齢
に
よ
っ
て
材
質
や
色
な
ど
に
違
い
が

あ
り
、
お
互
い
に
そ
れ
を
目
安
に
相
手
の
実
力
を

は
か
っ
て
、
自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
敵
か
否
か
を
判

断
し
て
い
た
た
め
で
も
あ
る
。「
に
は
」
は
状
態

の
格
助
詞
「
に
」
゛
強
調
の
係
助
詞
「
は
」
か
ら

成
る
連
語
。

10
唐
綾
威
　「
唐
綾
」
は
中
国
伝
来
の
、
模
様
を
浮

き
織
り
に
し
た
絹
織
物
。
唐
綾
威
は
こ
れ
を
細
長

く
た
た
み
、
鎧
の
札
（
鉄
ま
た
は
革
で
作
ら
れ
た

小
板
）
を
つ
づ
り
あ
わ
せ
た
も
の
。
身
分
の
高
い

武
将
が
着
用
し
た
。

10
直
垂
　
こ
こ
は
、
鎧
直
垂
の
こ
と
。「
直
垂
」
は
、

平
安
時
代
末
頃
か
ら
貴
族
や
武
家
の
常
服
と
し
て

着
用
さ
れ
た
が
、
そ
の
小
さ
め
の
も
の
を
鎧
の
下
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答
「
語
句
の
研
究
」
参
照
。

問
「
も
ら
す
」（
６
行
目
）
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
で

す
か
。

答
「
語
句
の
研
究
」
参
照
。

問
◉
「
縦
さ
ま
、
横
さ
ま
、
蜘
蛛
手
、
十
文
字
に
駆

け
割
つ
て
」（
８
行
目
）
と
は
、
何
の
、
ど
の
よ

う
な
様
子
か
。

答
少
人
数
の
木
曽
軍
の
、
敵
の
大
軍
を
相
手
に
縦
横

無
尽
に
駆
け
回
っ
て
戦
う
様
子
。

補
敵
の
大
軍
を
あ
る
時
は
縦
に
突
っ
切
り
、
あ
る
時

は
横
に
遮
り
、
八
方
へ
広
が
る
か
と
思
え
ば
、
縦

横
に
同
時
に
動
き
と
、
言
葉
通
り
に
訳
す
と
こ
の

よ
う
に
な
る
が
、
状
況
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
隊

形
を
変
え
、
巧
み
に
攻
め
る
様
子
を
表
し
て
い
る
。

戦
闘
の
様
子
を
形
容
す
る
決
ま
り
文
句
で
は
あ
る

が
、
数
を
示
す
こ
と
で
そ
の
圧
倒
的
に
不
利
な
状

況
が
は
っ
き
り
と
表
さ
れ
て
い
る
。

問
◉
「
主
従
」
と
は
誰
の
こ
と
か
。

答
木
曽
義
仲
、
今
井
四
郎
、
巴
、
手
塚
太
郎
、
手
塚

別
当
。

問
「
人
手
に
か
か
ら
ば
」（
15
行
目
）
と
は
、
こ
こ
で

は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。

答
敵
に
つ
か
ま
っ
て
殺
さ
れ
る
。

問
「
し
か
る
べ
か
ら
ず
。」（
１
行
目
）
に
つ
い
て
、

⑴
「
べ
か
ら
」
の
文
法
的
意
味
を
答
え
よ
。

⑵
「
し
か
る
」
の
示
す
内
容
を
明
ら
か
に
せ
よ
。

答
⑴
適
当
　
⑵
木
曽
殿
が
最
後
の
戦
に
女
を
連
れ
て

に
着
用
し
た
。
特
に
赤
地
の
錦
の
直
垂
は
、
大
将

軍
が
用
い
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

10
鍬
形
　
甲
の
正
面
に
付
け
ら
れ
た
、
角
の
よ
う
に

突
き
出
た
金
属
製
の
飾
り
。
威
容
を
示
す
。

11
い
か
も
の
作
り
の
大
太
刀
　
大
き
く
堂
々
と
見
え

る
よ
う
に
作
っ
た
太
刀
。「
い
か
も
の
」
は
厳
め

し
げ
に
作
ら
れ
た
も
の
の
意
。
鎌
倉
時
代
以
降
、

刀
や
鎗
な
ど
を
使
っ
た
戦
い
が
激
し
く
な
る
に
つ

れ
て
太
刀
は
長
大
化
し
た
。

11
石
打
ち
の
矢
の
　
鷲
な
ど
の
尾
の
両
端
の
羽
（
石

打
ち
）
を
矢
羽
（
矢
の
上
端
に
付
け
る
羽
根
）
と

し
た
戦
闘
用
の
矢
。
大
将
軍
が
用
い
る
も
の
と
さ

れ
た
。「
矢
の
」
の
「
の
」
は
い
わ
ゆ
る
同
格
の

「
の
」
で
、「
そ
の
日
の
…
残
つ
た
る
」（
11
）
の

部
分
は
、「
矢
」
に
つ
い
て
の
補
足
説
明
に
な
っ

て
い
る
。「
木
曽
の
鬼
涬
毛
と
い
ふ
馬
の
」（
同
・

12
）
の
「
の
」
も
同
じ
。

12
頭
高
に
　
箙え
び
らに
矢
を
入
れ
て
背
負
う
際
に
、
左
肩

の
上
に
高
く
出
し
て
、
前
か
ら
見
え
る
よ
う
に
す

る
の
を
い
う
。

12
負
ひ
な
し
　「
な
す
」
は
「
あ
え
て
…
す
る
、
意

図
的
に
…
す
る
」
の
意
を
添
え
る
補
助
動
詞
。

12
重
籐
の
弓
　
弓
の
幹
に
黒
漆
を
塗
り
、
そ
の
上
に

籐
を
巻
き
つ
け
た
も
の
。

12
木
曽
の
鬼
涬
毛
　「
木
曽
の
」
は
「
木
曽
に
産
す

る
」
の
意
。「
鬼
」
は
強
い
こ
と
を
表
す
。「
涬

毛
」
は
馬
の
毛
色
で
、
黒
色
や
濃
褐
色
の
毛
に
白

い
毛
が
混
じ
っ
た
も
の
。

13
黄
覆
輪
の
鞍
　
黄
覆
輪
は
金
覆
輪
に
同
じ
。
周
縁

を
金
で
ふ
ち
ど
り
し
た
鞍
。

●
八
七
ペ
ー
ジ

1
鐙
　
鞍
の
両
脇
に
さ
げ
、
馬
に
乗
る
際
に
足
を
踏

み
掛
け
る
道
具
。

1
鐙
踏
ん
張
り
立
ち
上
が
り
、
大
音
声
を
あ
げ
て
名

乗
り
け
る
は
…
を
め
い
て
駆
く
　
軍
記
物
ら
し
い

勇
ま
し
い
木
曽
義
仲
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
名
乗
り
は
戦
に
お
け
る
古
く
か
ら
の

風
習
で
、
だ
い
た
い
の
形
が
決
ま
っ
て
お
り
、
武

人
と
し
て
の
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
自
分
に
ふ

さ
わ
し
い
好
き
敵
を
探
し
出
し
、
勝
負
を
挑
む
た

め
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
、
敵
に
向
か
っ
た
と
き
の

勇
ま
し
さ
は
、
後
半
の
、
今
井
四
郎
と
二
人
に
な

っ
た
と
き
と
を
比
較
す
る
た
め
に
、
押
さ
え
て
お

き
た
い
。

2
昔
は
…
、
今
は
…
　「
は
」
は
二
つ
以
上
の
こ
と

を
対
比
的
に
述
べ
る
係
助
詞
。

2
木
曽
の
冠
者
　「
冠
者
」
は
「
元
服
し
て
冠
を
着

け
た
若
者
」
の
こ
と
を
言
う
が
、「
無
位
無
官
の

者
」
の
意
で
言
う
こ
と
も
あ
る
。
義
仲
は
、
巻
四

「
源
氏
揃
」
で
最
初
に
名
が
出
て
く
る
と
こ
ろ
で
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い
た
と
言
わ
れ
る
こ
と
。

問
「
疾
う
疾
う
」（
14
行
目
）
は
、
ど
こ
に
掛
か
る
か
。

答
行
け
。

補
「
お
の
れ
は
、
女
な
れ
ば
、
疾
う
疾
う
、
い
づ
ち

へ
も
行
け
。」
と
な
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
前

へ
置
い
た
こ
と
で
「
疾
う
疾
う
」
が
強
調
さ
れ
る
。

「
女
な
れ
ば
」
と
「
い
づ
ち
へ
も
」
が
間
に
入
る

こ
と
に
惑
わ
さ
れ
ず
、「
疾
う
疾
う
」
は
副
詞
的

に
働
い
て
、
用
言
に
掛
か
る
こ
と
を
思
い
出
す
よ

う
に
す
る
。

●
八
八
ペ
ー
ジ

問
◉
「
な
ほ
落
ち
も
行
か
ざ
り
け
る
が
」（
３
行
目
）

と
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
巴
の
心
情
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

答
巴
は
離
れ
が
た
い
思
い
だ
が
、
何
度
も
説
得
さ
れ
、

別
れ
を
決
意
す
る
。
で
き
れ
ば
主
従
と
し
て
最
後

ま
で
一
緒
に
戦
い
た
い
と
い
う
心
情
。

補
多
勢
に
無
勢
の
中
、
力
を
合
わ
せ
て
、
最
後
に
残

っ
た
五
人
で
あ
る
こ
と
。
義
仲
が
死
を
覚
悟
し
て

い
る
こ
と
か
ら
想
像
す
る
。

問
「
あ
ま
り
に
」（
３
行
目
）
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。

答
何
度
も

問
「
言
は
れ
奉
つ
て
」（
４
行
目
）
に
つ
い
て
、

［中］
⑴
「
れ
」
の
文
法
的
意
味
を
答
え
よ
。

［難］
⑵
「
奉
つ
」
は
誰
か
ら
誰
へ
の
敬
意
を
表
し
て

い
る
か
。

答
⑴
受
身
　
⑵
作
者
か
ら
木
曽
殿

も
、「
木
曽
冠
者
義
仲
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

2
伊
予
守
　
伊
予
（
現
在
の
愛
媛
県
）
の
国
主
。
義

仲
は
無
位
無
官
で
あ
っ
た
が
、
寿
永
二
（
一一八三）

年
の
入
京
後
、
後
白
河
法
皇
に
よ
っ
て
伊
予
守
に

任
ぜ
ら
れ
た
。

2
朝
日
の
将
軍
　
巻
八
「
名
虎
」
で
は
、
寿じ
ゅ

永え
い

二

（
一一八三）
年
八
月
十
日
、「
木
曽
は
左
馬
頭
に
な
つ

て
、
越
後
の
国
を
賜
は
る
。
そ
の
上
、
朝
日
の
将

軍
と
い
ふ
院
宣
を
下
さ
れ
け
り
。」
と
あ
る
。「
左

馬
頭
」
は
当
時
の
記
録
に
あ
る
が
、「
朝
日
の
将

軍
」
は
な
く
、
義
仲
の
自
称
で
あ
ろ
う
か
と
言
わ

れ
る
。
た
だ
し
、
寿
永
三
年
一
月
に
は
「
征
夷
大

将
軍
」
の
院
宣
を
下
さ
れ
て
い
る
。

3
甲
斐
　
現
在
の
山
梨
県
。

3
一
条
次
郎
　
甲
斐
源
氏
の
武
将
。
頼
朝
方
。

3
兵
衛
佐
　
兵
衛
府
の
次
官
。
こ
こ
で
は
、
後
に
鎌

倉
幕
府
初
代
の
将
軍
と
な
る
源
頼
朝
（
一一四七年
〜

一一九九年
）
の
こ
と
。
頼
朝
は
平
治
元
年
（
一一五九）

に
右
兵
衛
佐
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

5
を
め
い
て
　「
を
め
く
」
は
大
声
で
叫
ぶ
こ
と
。

6
あ
ま
す
な
　「
あ
ま
す
」
は
、
余
分
な
も
の
と
し

て
残
す
、
余
ら
せ
る
こ
と
で
、「
取
り
残
す
、
取

り
逃
が
す
」
の
意
に
用
い
る
。

6
も
ら
す
な
　「
も
ら
す
」
は
、
水
や
粒
状
の
も
の

を
、
偵
間
や
穴
か
ら
落
と
し
た
り
、
こ
ぼ
し
た
り

す
る
こ
と
で
、「
取
り
こ
ぼ
す
、
取
り
逃
が
す
」

の
意
に
用
い
る
。

9
土
肥
二
郎
実
平
　
相
模
の
国
足
柄
下
郡
土
肥
郷

（
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
湯
河
原
町
）
の
住
人
。
頼

朝
が
挙
兵
し
た
と
き
か
ら
従
っ
た
相
模
平
氏
の
一

族
で
、
侍
大
将
格
の
有
力
な
武
将
。

10
支
へ
た
り
　「
さ
さ
ふ
」（
支
ふ
）
は
、
物
を
押
さ

え
て
持
ち
こ
た
え
る
こ
と
で
、「
敵
に
応
戦
し
て

防
ぎ
止
め
る
」
意
に
用
い
る
。

12
巴
　
義
仲
は
信
濃
の
木
曽
か
ら
、
身
の
回
り
の
世

話
を
す
る
女
性
と
し
て
巴
と
山
吹
の
二
人
を
伴
っ

て
入
京
し
た
。
巴
は
美
貌
で
武
勇
に
優
れ
、
た
び

た
び
手
柄
を
立
て
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

14
疾
う
疾
う
　
早
く
早
く
。「
疾
く
疾
く
」
の
ウ
音

便
形
。
巴
を
急
か
す
義
仲
の
気
持
ち
が
表
れ
て
い

る
。

15
人
手
に
か
か
ら
ば
　「
人
手
に
か
か
る
よ
う
な
ら

ば
、
む
し
ろ
自
害
を
し
よ
う
と
思
う
」。「
人
手
に

か
か
ら
ず
ば
」
と
あ
る
異
本
が
あ
り
、
そ
の
場
合

は
前
文
の
「
討
ち
死
に
せ
ん
と
思
ふ
」
を
受
け
て

「
討
ち
死
に
し
な
い
場
合
は
自
害
を
す
る
つ
も
り

だ
」
と
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
自
分
は
こ
こ

で
死
ぬ
つ
も
り
だ
」
の
意
。

15
木
曽
殿
の
最
後
の
い
く
さ
に
…
し
か
る
べ
か
ら
ず

「
最
後
の
い
く
さ
」
に
「
女
を
具
」
す
こ
と
は
な
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問
「
あ
つ
ぱ
れ
」（
５
行
目
）
と
い
う
語
の
成
り
立
ち
、

用
法
を
述
べ
よ
。

答
「
あ
は
れ
」
を
促
音
化
し
て
、
語
気
を
強
め
た
も

の
。（「
あ
は
れ
」
を
強
く
発
音
し
、
促
音
化
し
た

も
の
）。
感
情
を
一
気
に
表
す
と
き
に
用
い
、「
あ

あ
」「
お
う
」「
す
ば
ら
し
い
」
な
ど
の
意
を
示
す
。

問
「
よ
か
ら
う
敵
が
な
。」（
５
行
目
）
に
つ
い
て
、

［中］
⑴
「
よ
か
ら
う
」
を
文
法
的
に
説
明
せ
よ
。

［易］
⑵
「
が
な
」
の
文
法
的
意
味
を
答
え
よ
。

［中］
⑶
全
体
を
分
か
り
や
す
く
現
代
語
訳
せ
よ
。

［難］
⑷
巴
が
こ
の
よ
う
に
考
え
た
の
は
な
ぜ
か
。

答
⑴
形
容
詞
「
よ
し
」
の
未
然
形
に
婉
曲
の
助
動
詞

「
ん
」
が
付
い
て
ウ
音
便
化
し
た
も
の
。
⑵
願
望

⑶
戦
う
に
ふ
さ
わ
し
い
敵
が
い
て
ほ
し
い
。
⑷
木

曽
殿
と
別
れ
る
前
に
家
臣
と
し
て
立
派
に
戦
う
自

分
の
姿
を
見
せ
た
か
っ
た
か
ら
。

問
「
物
の
具
」（
12
行
目
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
物
の

こ
と
か
。

答
鎧
、
甲
な
ど
の
武
具
。

問
こ
の
場
面
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
巴
の
人
物
像
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

答
女
性
で
あ
り
な
が
ら
戦
場
で
男
性
と
同
様
に
戦
う

こ
と
が
で
き
、
木
曽
殿
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
人

物
。

補
「
五
騎
が
う
ち
ま
で
巴
は
討
た
れ
ざ
り
け
り
。」

（
八
七
・
12
）
か
ら
、
多
勢
に
無
勢
の
圧
倒
的
不

利
の
中
で
も
生
き
残
っ
た
こ
と
が
分
か
り
、
義
仲

ぜ
い
け
な
い
の
か
。「
女
を
具
」
し
た
状
態
は
武

将
を
中
心
と
す
る
武
士
団
が
組
織
と
し
て
機
能
し

て
い
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
、
潔
い
武
人
の
死
を

「
最
後
の
い
く
さ
」
に
期
し
て
い
る
義
仲
と
し
て

は
、
卑
怯
未
練
と
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
か
。
表
向
き
の
理
由
は
と
も
か
く
、
こ
れ
は
、

最
期
ま
で
従
者
と
し
て
付
き
添
う
つ
も
り
で
あ
る

巴
を
逃
が
す
た
め
の
、
口
実
の
言
葉
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
巴
が
武
人
と
し
て
優
れ
て
い
て
も
義

仲
に
と
っ
て
は
女
性
で
あ
り
、
や
は
り
助
け
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
本
文
の
前

段
部
分
で
容
貌
も
大
変
美
し
い
が
、「
一
人
当
千

の
つ
は
も
の
」
で
あ
り
、
乗
馬
も
巧
み
で
あ
る
と

紹
介
さ
れ
た
男
勝
り
の
巴
に
は
、
義
仲
が
迷
惑
と

言
う
表
面
上
の
理
屈
も
、
そ
の
言
葉
の
裏
に
あ
る

愛
情
も
分
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
は
一
方
で

「
平
家
物
語
」
の
構
造
と
し
て
、
義
仲
の
最
期
を

後
世
に
語
り
伝
え
る
巴
が
ど
う
し
て
も
生
き
長
ら

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
な
の
で
、
そ
の
設

定
の
た
め
の
文
言
と
も
い
え
る
。

●
八
八
ペ
ー
ジ

1
し
か
る
べ
か
ら
ず
　「
し
か
る
べ
し
」
は
①
そ
う

な
る
よ
う
定
ま
っ
て
い
る
（「
べ
し
」
は
当
然
）。

②
そ
う
な
る
の
が
よ
い
。
適
当
で
あ
る
（「
べ
し
」

は
適
当
）。
こ
こ
は
②
。

4
奉
つ
て
　「
た
て
ま
つ
り
て
」
の
音
便
形
「
た
て

ま
つ
つ
て
」
の
つ
づ
ま
っ
た
形
。

5
あ
つ
ぱ
れ
　「
あ
は
れ
」
を
促
音
化
し
て
語
気
を

強
め
た
語
。

5
よ
か
ら
う
　「
よ
か
ら
ん
」
の
音
便
形
。「
ん
」
は

婉
曲
の
用
法
と
み
る
。

7
武
蔵
の
国
　
現
在
の
埼
玉
県
・
東
京
都
お
よ
び
神

奈
川
県
の
一
部
。

8
恩
田
八
郎
師
重
　
諸
本
に
よ
っ
て
住
国
や
呼
称
に

異
同
が
多
く
定
め
難
い
。「
武
蔵
の
国
」
な
ら
ば

大
里
郡
恩お

ん

田だ

（
埼
玉
県
熊
谷
市
）
の
住
人
。

10
前
輪
　
鞍
の
前
面
の
山
形
に
高
く
な
っ
て
い
る
部

分
。「
後し
ず

輪わ

」
の
対
。

11
は
た
ら
か
さ
ず
　
身
動
き
さ
せ
ず
。

11
捨
て
て
ん
げ
り
　「
て
ん
げ
り
」
は
完
了
の
助
動

詞
「
つ
」
連
用
形
゛
過
去
の
助
動
詞
「
け
り
」
の

「
て
け
り
」
に
撥
音
を
挿
入
し
、
意
味
を
強
め
た

た
め
、「
け
り
」
が
濁
音
化
し
た
連
語
。
軍
記
で

主
に
用
い
ら
れ
た
。

12
物
の
具
　
一
般
に
道
具
・
調
度
品
の
類
を
い
う
が
、

軍
記
で
は
鎧
、
甲
な
ど
の
武
具
を
指
す
。

12
手
塚
太
郎
　
手て

塚づ
か

太た

郎ろ
う

光み
つ

盛も
り

（
巻
七
「
実
盛
最

期
」）。
手
塚
氏
は
、
信
濃
の
国
諏
訪
神
社
下
社
の

祝は
ふ

部り

、
金か
な

刺ざ
し

氏
の
一
族
。「
手
塚
の
別
当
」
の
子

と
も
、
甥
と
も
言
う
。

明治書院「精選　言語文化」指導資料R4
古文編　単元 6「木曽の最期」教材の詳細● 20

c_06_01_01_kiso_kyozai



と
の
別
れ
に
際
し
て
も
、
女
々
し
く
泣
く
で
も
な

く
「
最
後
の
い
く
さ
し
て
見
せ
奉
ら
ん
。」（
5
行

目
）
と
、
怪
力
で
名
高
い
恩
田
八
郎
師
重
の
首
を

ね
じ
切
っ
て
見
せ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
女
性

で
あ
り
な
が
ら
武
士
と
し
て
た
ぐ
い
ま
れ
な
力
強

さ
を
持
っ
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
分
か

る
。

問
木
曽
殿
と
巴
は
、
最
後
に
ど
の
よ
う
な
思
い
を
伝

え
合
っ
て
い
る
か
。

答
木
曽
殿
は
無
事
に
逃
げ
お
お
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
、

巴
は
自
分
が
と
も
に
戦
っ
て
き
た
こ
と
を
忘
れ
な

い
よ
う
最
後
に
華
々
し
い
戦
い
を
し
て
み
せ
よ
う

と
思
っ
た
。

問
第
二
段
落
以
降
の
場
面
で
登
場
す
る
人
物
は
、
ど

の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
。

答

〈

木
曽
方
〉
木
曽
殿
（
義
仲）

・
今
井
四
郎
兼
平

（
義
仲
の
乳
母
子
）
↑
敵
対
↓
〈
鎌
倉
方
〉
敵
五

十
騎
・
石
田
次
郎
為
久
と
郎
等
。

補
本
文
全
体
の
人
物
関
係
を
把
握
さ
せ
、
状
況
を
理

解
さ
せ
る
。

●
八
九
ペ
ー
ジ

問
今
井
四
郎
が
義
仲
に
「
松
原
へ
入
ら
せ
給
へ
。」

（
９
行
目
）
と
言
っ
た
の
は
何
の
た
め
か
。

答
義
仲
に
自
害
さ
せ
る
た
め
。

補
義
仲
を
逃
げ
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い

こ
と
に
注
意
さ
せ
る
。

問
「
日
ご
ろ
は
何
と
も
お
ぼ
え
ぬ
鎧
が
、
今
日
は
重

13
手
塚
別
当
　
手
塚
太
郎
の
叔
父
。

14
今
井
四
郎
　
今
井
四
郎
兼
平
。
信
濃
権
守
中
原
兼

遠
の
第
四
子
で
、
兄
の
樋ひ

口ぐ
ち

次じ

郎ろ
う

兼か
ね

光み
つ

と
と
も
に
、

義
仲
の
乳
母
子
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
木
曽
四
天
王

の
一
人
と
し
て
多
く
の
戦
闘
で
活
躍
し
た
。
寿
永

三
（
一一八四）
年
の
こ
の
と
き
、
本
文
で
は
三
十
三

歳
と
あ
る
が
、
三
十
二
、
三
十
四
歳
と
す
る
異
本

も
あ
る
。
義
仲
と
今
井
と
の
関
係
は
「
木
曽
殿
の

御
乳
母
子
、
今
井
四
郎
兼
平
」
と
あ
る
。

●
八
九
ペ
ー
ジ

1
日
ご
ろ
は
…
重
う
な
つ
た
る
ぞ
や
　
武
勇
の
誉
れ

の
高
い
武
将
と
い
う
栄
光
に
包
ま
れ
て
い
た
義
仲

が
、
戦
場
に
お
い
て
敗
残
の
我
が
身
を
見
い
だ
し

た
と
き
に
、
す
っ
か
り
心
の
張
り
を
失
っ
て
傷
つ

き
弱
っ
て
し
ま
っ
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
鎧
と

い
う
武
士
の
象
徴
が
重
く
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
は
、
武
人
と
し
て
の
自
分
を
失
い
か
け
て
い
る

と
言
え
る
。
武
将
に
あ
る
ま
じ
き
気
弱
な
言
葉
を

口
に
す
る
と
こ
ろ
に
、
乳
兄
弟
の
兼
平
を
求
め
て
、

京
か
ら
敵
の
大
手
の
大
軍
が
い
る
瀬
田
に
向
か
っ

た
義
仲
が
、
す
で
に
人
間
の
情
愛
の
世
界
に
身
を

置
く
私
人
に
返
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
感
じ

ら
れ
る
。

3
御
身
も
い
ま
だ
疲
れ
さ
せ
給
は
ず
　
兼
平
は
、
こ

の
言
葉
の
最
後
に
あ
る
よ
う
に
、
も
は
や
義
仲
に

残
さ
れ
た
道
は
武
将
と
し
て
名
誉
の
自
害
を
す
る

し
か
な
い
と
知
っ
て
、
弱
気
な
言
を
吐
い
て
い
る

義
仲
を
励
ま
し
て
、
武
将
と
し
て
の
身
の
処
し
方

を
全
う
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
義
仲

の
た
め
の
盾
と
な
っ
て
戦
う
こ
と
に
武
人
と
し
て

の
最
期
を
賭
け
て
い
る
兼
平
に
と
っ
て
も
、
自
ら

を
励
ま
す
言
葉
で
あ
っ
た
ろ
う
。「
御
身
」
の

「
身
」
は
、
人
や
動
物
の
身
体
の
こ
と
。

3
一
領
　「
領
」
は
「
衣
服
の
襟
」
の
意
か
ら
転
じ

て
、
衣
装
や
鎧
を
数
え
る
数
詞
。

4
着
背
長
　
大
将
軍
用
の
大
鎧
の
別
称
。
騎
馬
で
用

い
る
た
め
に
草く

さ

摺ず
り

が
長
く
、
背
中
か
ら
着
け
て
右

脇
で
合
わ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
名
が
あ
る
。

4
臆
病
で
こ
そ
　
気
後
れ
し
て
。

6
防
ぎ
矢
　
味
方
が
別
の
行
動
を
取
る
の
を
援
護
す

る
た
め
に
敵
に
矢
を
射
る
こ
と
。

6
粟
津
の
松
原
　
義
仲
は
、
宇
治
橋
の
守
り
を
突
破

し
た
義
経
軍
が
京
に
な
だ
れ
込
ん
で
来
た
の
に
対

し
て
、
な
す
す
べ
な
く
逃
れ
て
、
大
津
の
打
出
の

浜
で
、
瀬
田
か
ら
退
却
し
て
き
た
兼
平
と
出
会
っ

た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
粟
津
は
打
出
の
浜
か
ら

は
東
の
方
で
、
瀬
田
に
戻
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

瀬
田
を
攻
め
た
関
東
軍
の
大
手
、
範
頼
軍
が
京
へ

向
か
う
背
後
に
出
よ
う
と
し
た
と
い
う
位
置
関
係

で
あ
る
。
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う
な
つ
た
る
ぞ
や
。」（
１
行
目
）
と
あ
る
が
、
義

仲
が
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
理
由
を
説
明
せ
よ
。

答
一
番
信
頼
す
る
今
井
四
郎
と
二
人
だ
け
に
な
っ
た

の
で
、
緊
張
が
解
け
て
弱
気
に
な
っ
た
か
ら
。

問
「
御
身
も
い
ま
だ
疲
れ
さ
せ
給
は
ず
。
御
馬
も
弱

り
候
は
ず
。」（
３
行
目
）
と
あ
る
が
、
兼
平
が
こ

の
よ
う
に
言
っ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
か

ら
か
。

答
疲
れ
果
て
た
義
仲
を
励
ま
そ
う
と
す
る
気
持
ち
。

同
時
に
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
折
れ
そ
う
な
、
自

分
の
心
を
支
え
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
あ
る
。

問
「
兼
平
一
人
候
ふ
と
も
、
余
の
武
者
千
騎
と
お
ぼ

し
め
せ
。」（
５
行
目
）
と
兼
平
が
言
っ
た
の
は
、

何
の
た
め
か
。

答
義
仲
が
味
方
の
無
勢
も
あ
っ
て
気
弱
に
な
っ
た
と

思
い
、
義
仲
を
力
づ
け
る
た
め
。

問
◉
「
い
か
に
も
な
る
」（
11
行
目
）
と
は
、
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
に
な
る
こ
と
か
。

答
死
ぬ
こ
と
。

補
「
ど
う
な
っ
て
も
い
い
」
は
現
代
で
も
「
死
ん
で

も
い
い
」
の
意
味
に
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。

問
義
仲
が
都
を
逃
れ
て
こ
の
地
ま
で
来
た
の
は
、
何

の
た
め
か
。

答
今
井
四
郎
と
同
じ
場
所
で
死
ぬ
た
め
。

補
義
仲
の
言
葉
の
内
容
を
読
み
取
ら
せ
る
。
彼
は
あ

く
ま
で
兼
平
と
共
に
戦
っ
て
死
に
た
い
の
で
あ
る
。

問
⑴
義
仲
が
、
兼
平
と
死
の
う
と
思
っ
た
の
は
な
ぜ

8
打
つ
て
行
く
ほ
ど
に
　（

馬
に
）
鞭む
ち

を
打
っ
て
走

ら
せ
て
進
む
う
ち
に
。

8
新
手
の
武
者
五
十
騎
　
こ
の
言
い
方
か
ら
、
孤
軍

を
も
っ
て
奮
闘
し
、
今
や
心
身
と
も
に
萎
え
落
ち

よ
う
と
し
て
い
る
義
仲
主
従
に
対
し
て
、
関
東
方

は
、
次
々
に
新
手
の
全
く
疲
れ
て
い
な
い
将
兵
を

つ
ぎ
込
め
る
わ
け
で
、
こ
の
戦
い
の
ど
う
し
よ
う

も
な
い
彼
我
の
差
を
印
象
づ
け
て
い
る
。
戦
い
疲

れ
た
義
仲
主
従
に
対
し
て
、「
新
手
の
」
と
言
っ

た
と
こ
ろ
に
、
心
理
的
に
重
い
意
味
合
い
が
あ
ろ

う
。

11
い
か
に
も
な
る
　「
ど
の
よ
う
に
で
も
な
る
」
の

意
で
、
命
の
あ
る
限
り
戦
っ
て
そ
の
場
で
死
ぬ
こ

と
。

11
な
ん
ぢ
と
一
所
で
死
な
ん
　
物
語
は
、
関
東
軍
に

敗
れ
た
義
仲
が
、
長
坂
（
京
都
の
北
山
、
鷹
峰
か

ら
杉
坂
へ
向
か
う
道
）
を
越
え
て
丹
波
方
面
へ
行

く
か
、
竜り
ゅ
う花げ

越ご

え
（
大
原
の
北
、
途
中
峠
）
を
し

て
北
陸
へ
向
か
う
か
と
想
像
さ
れ
て
い
た
の
に
、

「
今
井
が
行
方
」
が
知
り
た
く
て
、
瀬
田
に
落
ち

て
行
っ
た
と
し
て
い
る
。
長
坂
越
え
や
竜
花
越
え

は
、
武
将
と
し
て
再
起
を
企
図
す
る
道
で
あ
っ
た

わ
け
だ
が
、
瀬
田
は
い
わ
ば
死
地
で
あ
っ
て
、
こ

の
と
き
の
義
仲
は
、
骨
肉
の
思
い
に
生
き
る
一
個

の
自
然
児
と
し
て
行
動
し
て
い
る
と
言
え
る
。
義

仲
の
心
に
あ
っ
た
の
は
、「
幼
少
竹
馬
の
昔
よ
り
、

死
な
ば
一
所
で
死
な
ん
と
こ
そ
契
り
し
に
、
と
こ

ろ
〴
〵
で
討
た
れ
ん
事
こ
そ
か
な
し
け
れ
。
今
井

が
ゆ
く
ゑ
を
聞
か
ば
や
。」（「
河
原
合
戦
」）
と
い

う
気
持
ち
だ
け
で
あ
っ
た
。

12
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
　「
別
々
の
場
所
」。
こ
れ
に
対
し

て
、「
一い
っ

所し
ょ

」「
ひ
と
と
こ
ろ
」
は
、
共
に
「
同
じ

場
所
」
の
意
。

14
馬
の
鼻
を
並
べ
て
駆
け
ん
と
し
給
へ
ば
　
兼
平
と

い
っ
し
ょ
に
敵
勢
に
向
か
っ
て
斬
り
込
も
う
と
し

た
こ
と
を
言
う
。「
鼻
」
は
「
鼻
先
」
の
意
で
、

こ
こ
は
、
兼
平
の
馬
と
向
き
を
同
じ
に
し
た
こ
と
。

14
馬
の
口
　
馬
の
く
つ
わ
を
取
り
付
け
た
部
分
。

●
九
〇
ペ
ー
ジ

1
弓
矢
取
り
　「
弓
矢
を
取
る
者
」
の
意
で
、
武
士

を
指
す
の
は
、
当
時
、
武
士
の
技
量
は
太
刀
の
技

よ
り
も
弓
矢
や
乗
馬
の
腕
前
が
重
ん
じ
ら
れ
た
こ

と
に
よ
る
。

1
い
か
な
る
高
名
候
へ
ど
も
　「
ど
ん
な
手
柄
を
立

て
て
お
り
ま
し
て
も
」。「
ど
も
」
は
条
件
と
結
果

の
一
般
的
恒
常
的
な
逆
接
関
係
を
示
し
て
い
る
。

「
…
て
も
必
ず
〜
」
と
い
う
仮
定
に
近
い
用
法
で

あ
る
。

2
長
き
き
ず
　
い
つ
ま
で
も
残
る
不
名
誉
。
こ
こ
で

は
、
死
ぬ
時
に
油
断
し
て
失
敗
す
る
と
後
々
ま
で
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か
。
⑵
ま
た
、
義
仲
の
兼
平
に
対
す
る
ど
の
よ

う
な
気
持
ち
が
う
か
が
わ
れ
る
か
。

答
⑴
兼
平
は
義
仲
の
一
の
家
来
で
、
強
い
主
従
の
絆

で
結
ば
れ
て
い
る
。
二
人
は
乳
兄
弟
と
し
て
の
情

愛
に
よ
っ
て
も
結
ば
れ
て
お
り
、
互
い
に
、
死
な

ば
一
所
で
、
と
誓
い
合
っ
た
仲
で
あ
る
か
ら
。
⑵

実
の
兄
弟
と
思
う
ほ
ど
の
深
い
愛
情
。

●
九
〇
ペ
ー
ジ

問
「
最
後
の
と
き
不
覚
し
つ
れ
ば
、
長
き
き
ず
に
て

候
ふ
な
り
。」（
１
行
目
）
と
は
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
言
う
の
か
。

答
敵
の
名
も
な
い
郎
等
に
首
を
取
ら
れ
る
と
、
名
高

い
武
将
で
も
不
名
誉
な
死
に
方
に
な
っ
て
、
後
々

ま
で
非
難
さ
れ
る
こ
と
。

補
「
不
覚
」「
長
き
き
ず
」
の
意
味
を
確
認
し
、
状
況

に
当
て
は
め
て
考
え
る
。

問
◉
「
御
身
は
疲
れ
さ
せ
給
ひ
て
候
ふ
。」（
２
行
目
）

と
、
今
井
四
郎
兼
平
が
前
と
は
逆
の
こ
と
を
言
っ

た
の
は
な
ぜ
か
。

答
共
に
戦
お
う
と
し
た
義
仲
を
自
害
に
導
こ
う
と
し

て
い
る
か
ら
。

補
前
は
、
弱
気
に
な
っ
た
義
仲
に
自
害
す
る
気
力
を

取
り
戻
さ
せ
る
た
め
励
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
義

仲
が
敵
と
戦
お
う
と
し
た
の
で
、
そ
の
余
力
が
な

い
こ
と
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
、
改
め
て
自
害
に

導
こ
う
と
し
て
い
る
。

問
「
口
惜
し
う
候
へ
。」（
５
行
目
）
と
い
う
兼
平
の

恥
辱
と
な
る
こ
と
を
案
じ
て
い
る
。

3
押
し
隔
て
ら
れ
　
敵
に
押
し
や
ら
れ
て
二
人
が
離

れ
離
れ
に
な
る
こ
と
。

3
言
ふ
か
ひ
な
き
人
の
郎
等
　「
人
の
郎
等
」
で

「
誰
か
の
家
来
」
の
意
。「
郎
等
」
は
、
主
人
と
血

縁
関
係
の
な
い
家
来
で
、
血
縁
関
係
の
あ
る
家
来

の
「
家
の
子
」
と
は
区
別
す
る
。「
言
ふ
か
ひ
な

き
」
は
「
郎
等
」
に
続
く
。
こ
こ
か
ら
も
、
不
釣

り
合
い
な
敵
に
討
た
れ
る
こ
と
が
不
名
誉
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。

4
そ
れ
が
し
　
誰
そ
れ
。
①
名
前
の
不
明
な
人
を
漠

然
と
指
す
、
②
故
意
に
名
前
を
伏
せ
る
、
③
名
前

を
示
す
必
要
が
特
に
な
い
、
な
ど
の
場
合
が
あ
る
。

こ
こ
は
、
③
。

5
な
ん
ど
　
副
助
詞
「
な
ど
」
と
同
じ
働
き
。
代
名

詞
「
な
に
」
゛
格
助
詞
「
と
」
の
「
な
に
と
」
の

音
が
変
化
し
た
も
の
。

12
乳
母
子
　
こ
こ
は
、
義
仲
を
養
育
し
た
中
原
兼
遠

の
子
を
意
味
す
る
が
、
そ
れ
も
や
は
り
「
乳
母
子

（
＝
乳
兄
弟）

」
の
関
係
で
、
武
家
社
会
で
は
、
主

従
関
係
の
中
で
、
肉
親
に
準
ず
る
絆
で
結
ば
れ
た
、

強
い
結
び
付
き
を
意
味
す
る
。

13
ま
か
り
な
る
　「
ま
か
り
」
は
、
謙
譲
の
動
詞

「
ま
か
る
」
の
連
用
形
が
他
の
動
詞
の
上
に
付
い

て
、
謙
譲
の
気
持
ち
を
添
え
る
用
法
。「
ま
か
り

あ
り
く
」「
ま
か
り
老
ゆ
」
な
ど
。
今
井
の
名
乗

り
は
義
仲
と
似
て
い
る
が
、
直
後
で
「
さ
る
者
…

見
参
に
入
れ
よ
。」
と
自
分
が
「
好
き
敵
」
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
、
敵
の
気
を
自
分
に
引
こ
う
と

し
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
義
仲
と
違

い
、
頼
朝
に
対
し
て
敬
語
を
用
い
て
い
る
。

13
鎌
倉
殿
　
源
頼
朝
。

14
見
参
に
入
れ
よ
　
兼
平
は
敵
に
向
か
っ
て
、
自
分

を
討
っ
て
頼
朝
の
御
覧
に
入
れ
よ
、
と
言
っ
て
い

る
。
義
仲
が
「
義
仲
討
つ
て
兵
衛
佐
に
見
せ
よ

や
」（
八
七
ペ
ー
ジ
）
と
言
っ
た
こ
と
と
呼
応
し

て
い
る
。

15
八
筋
　「
筋
」
は
細
長
い
も
の
を
数
え
る
数
詞
。

「
も
と
光
る
竹
な
む
一
筋
あ
り
け
る
。」（「
竹
取
物

語
」）

15
さ
し
つ
め
引
き
つ
め
さ
ん
ざ
ん
に
…
あ
れ
に
馳
せ

合
ひ
、
こ
れ
に
馳
せ
合
ひ
、
切
つ
て
回
る
　
こ
れ

ら
、
同
語
・
同
音
の
繰
り
返
し
は
兼
平
が
た
だ
一

人
で
目
ま
ぐ
る
し
く
立
ち
働
く
さ
ま
を
印
象
づ
け

る
表
現
で
あ
る
。
下
文
に
は
、「
追
つ
か
か
つ
て

よ
つ
ぴ
い
て
ひ
や
う
ふ
つ
と
射
る
。」
の
促
音
で

畳
み
掛
け
て
、
力
動
感
を
高
め
る
表
現
が
あ
り
、

語
り
物
の
戦
闘
描
写
の
特
徴
が
こ
の
段
で
も
よ
く

表
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。「
さ
し
つ
め
」
の

「
さ
す
」
は
弓
に
矢
を
つ
が
え
る
こ
と
。「
引
き
つ
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言
葉
に
は
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い

る
か
。

答
武
士
た
る
も
の
が
最
期
の
と
き
に
不
覚
を
と
っ
て

は
な
ら
ぬ
と
い
う
義
仲
へ
の
愛
情
。

問
「
今
井
四
郎
、
木
曽
殿
、
主
従
二
騎
に
な
つ
て
…

…
粟
津
の
松
原
へ
ぞ
駆
け
給
ふ
。」（
八
八
・
14
〜

九
〇
・
９
）
の
段
で
、

［中］
⑴
兼
平
の
願
い
と
は
何
か
。

［難］
⑵
ま
た
、
兼
平
が
そ
の
よ
う
に
願
っ
た
の
は
な

ぜ
か
。

答
⑴
主
人
義
仲
が
松
原
の
中
で
立
派
に
自
害
す
る
こ

と
。
⑵
戦
う
余
力
も
な
く
、
主
従
二
騎
と
な
っ
て

は
、
自
害
に
よ
っ
て
し
か
義
仲
の
名
誉
を
守
れ
な

い
か
ら
。

問
義
仲
が
松
原
へ
駆
け
て
行
っ
た
後
、
兼
平
が
た
っ

た
一
人
で
勝
ち
目
の
な
い
戦
い
を
し
た
の
は
な
ぜ

か
。

答
義
仲
に
自
害
さ
せ
る
た
め
の
時
間
を
稼
ぐ
た
め
。

問
［難］
⑴
兼
平
が
名
乗
り
を
あ
げ
る
い
ち
ば
ん
初
め
に
、

自
分
は
「
木
曽
殿
の
御
乳
母
子
」（
12
行
目
）
だ

と
言
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
兼
平
の
ど
の
よ
う
な

気
持
ち
が
こ
も
っ
て
い
る
か
。

［中］
⑵
こ
の
言
葉
か
ら
分
か
る
義
仲
と
兼
平
の
関
係

を
説
明
せ
よ
。

答
⑴
自
分
は
義
仲
の
第
一
の
家
来
で
あ
り
乳
兄
弟
な

の
だ
と
い
う
誇
り
と
、
義
仲
へ
の
敬
愛
。
ま
た
、

自
分
が
相
手
に
と
っ
て
よ
き
敵
だ
と
ア
ピ
ー
ル
し
、

め
」
の
「
引
く
」
は
弓
を
引
く
こ
と
。「
つ
め
」

は
連
続
し
た
動
作
を
示
す
接
尾
語
。「
さ
ん
ざ
ん

に
」
は
容
赦
の
な
い
激
し
さ
を
表
す
擬
態
語
。

15
死
生
は
知
ら
ず
　「
死
ん
だ
か
生
き
て
い
る
か
は

分
か
ら
な
い
が
」。
一
説
に
、「
自
分
の
命
を
顧
み

る
こ
と
な
く
」。

●
九
一
ペ
ー
ジ

1
や
に
は
に
　
名
詞
「
矢
庭
（
弓
矢
に
よ
る
戦
い
の

場
）」
か
ら
生
じ
た
、「
そ
の
場
で
す
ぐ
に
」「
た

ち
ど
こ
ろ
に
」
の
意
の
副
詞
。

1
打
ち
物
　「
打
ち
鍛
え
て
作
っ
た
物
」
の
意
で
、

刀
や
長な

ぎ

刀な
た

の
類
の
総
称
。

4
分
捕
り
　
敵
の
武
具
を
奪
う
こ
と
に
も
、
敵
の
首

を
討
ち
取
る
こ
と
に
も
用
い
る
。
本
文
注
は
、
前

者
に
従
う
通
説
を
取
っ
た
が
、
一
説
に
、
敵
の
首

を
取
る
こ
と
と
す
る
（
岩
波
古
語
ほ
か
）。「
生い
け

捕ど
り

分
捕
思
ひ
思
ひ
に
ぞ
し
け
る
。」（「
義
経
記
」）

7
裏
か
か
ず
　（
鎧
の
札
が
丈
夫
な
の
で
、
矢
が
）

鎧
の
裏
ま
で
貫
通
し
な
い
。

8
あ
き
間
　
鎧
の
札
の
間
な
ど
に
あ
る
す
き
間
。

8
手
も
負
は
ず
　「
手
を
負
ふ
」
は
負
傷
す
る
こ
と
。

兼
平
は
敵
の
矢
を
受
け
て
も
負
傷
し
な
か
っ
た
。

10
正
月
二
十
一
日
　「
玉
葉
」「
愚
管
抄
」「
吾
妻
鏡
」

な
ど
は
、
正
月
二
十
日
の
こ
と
と
す
る
。

10
入
相
ば
か
り
の
こ
と
な
る
に
、
薄
氷
は
張
つ
た
り

け
り
　「
入
相
」
は
日
没
、
た
そ
が
れ
時
。「
こ
と

な
る
に
」
の
「
に
」
は
接
続
助
詞
で
「
…
の
う
え

に
」
と
添
加
す
る
意
を
表
す
。
日
没
頃
の
薄
暗
さ

に
加
え
て
、
薄
氷
の
張
っ
て
い
た
こ
と
が
、
深
田

が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
（「
深
田
あ
り
と
も

知
ら
ず
」）
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

11
張
つ
た
り
け
り
　「
張
っ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
り
」。

「
け
り
」
は
、
終
止
形
の
中
止
法
的
用
法
で
、
強

い
語
気
で
畳
み
掛
け
る
感
じ
を
出
す
も
の
。

11
深
田
　
泥
の
深
い
田
の
こ
と
。
冬
や
春
先
も
水
の

引
か
な
い
湿
田
を
言
う
。
泥
田
。

13
あ
ふ
れ
ど
も
　「
あ
ふ
る

ア

オ

ル

」
は
、
鎧
で
障
泥
あ
ふ
り

（
鞍

の
下
か
ら
馬
の
両
脇
腹
に
垂
ら
し
た
泥
よ
け
）
を

蹴
る
こ
と
。

14
打
て
ど
も
　「
打
つ
」
は
、
鞭
で
馬
の
背
を
た
た

く
こ
と
。

15
お
ぼ
つ
か
な
さ
　「
お
ぼ
つ
か
な
し
」
は
、「
ぼ
ん

や
り
し
て
い
て
様
子
が
よ
く
分
か
ら
な
い
」
の
意

か
ら
、「
不
安
だ
、
気
が
か
り
だ
」。

●
九
二
ペ
ー
ジ

1
内
甲
　
甲
の
内
側
。
額
の
部
分
。

1
三
浦
の
石
田
次
郎
為
久
　
頼
朝
方
の
武
将
。
石
田

の
住
人
で
あ
る
三
浦
氏
の
次
郎
為
久
。「
石
田
」

は
相
模
国
の
地
名
。
現
在
の
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
。

1
追
つ
か
か
つ
て
　「
追
つ
か
か
り
」
は
「
追
ひ
か
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敵
の
注
意
を
自
分
に
向
け
よ
う
と
す
る
気
持
ち
。

⑵
主
従
で
あ
り
、
か
つ
兄
弟
同
然
の
関
係
。
単
な

る
主
従
以
上
の
深
い
情
愛
で
結
ば
れ
て
い
る
。

問
今
井
四
郎
の
戦
い
ぶ
り
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て

い
る
か
。

答
一
人
で
五
十
人
の
敵
を
相
手
に
奮
戦
す
る
。
矢
を

射
れ
ば
百
発
百
中
、
矢
が
な
く
な
る
と
刀
で
戦
い
、

敵
の
武
器
を
奪
う
。
あ
ま
り
に
強
い
の
で
ま
と
も

に
向
か
っ
て
く
る
敵
は
い
な
い
。
敵
は
今
井
を
射

殺
そ
う
と
す
る
が
、
矢
の
腕
が
劣
り
、
今
井
の
鎧

が
上
等
な
の
で
け
が
も
さ
せ
ら
れ
な
い
。

補
「
兼
平
一
人
候
ふ
と
も
、
余
の
武
者
千
騎
と
お
ぼ

し
め
せ
。」（
八
九
・
５
）
と
の
言
葉
通
り
の
戦
い

ぶ
り
だ
が
、
こ
れ
は
義
仲
の
自
害
の
時
間
を
稼
ぐ

た
め
に
奮
戦
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
。
兼
平

の
戦
い
ぶ
り
を
テ
ン
ポ
よ
く
描
く
こ
と
で
、
悲
劇

の
場
面
に
変
化
を
与
え
て
い
る
こ
と
に
も
着
目
さ

せ
る
。

●
九
一
ペ
ー
ジ

問
義
仲
が
深
田
に
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答
冬
で
、
田
に
薄
氷
が
張
っ
て
い
た
か
ら
。
夕
暮
れ

で
薄
暗
く
、
よ
く
見
え
な
か
っ
た
か
ら
。

補
正
月
二
十
一
日
・
入
相
が
単
に
時
間
を
示
し
た
も

の
で
は
な
く
、
義
仲
が
討
ち
取
ら
れ
る
原
因
を
作

っ
た
こ
と
に
注
意
さ
せ
る
。

●
九
二
ペ
ー
ジ

問
「
振
り
仰
ぎ
給
へ
る
」（
１
行
目
）
に
つ
い
て
、

⑴
誰
が
、
な
ぜ
振
り
仰
い
だ
の
か
。

⑵
そ
の
結
果
ど
う
な
っ
た
か
。

答
⑴
義
仲
が
、
兼
平
の
行
方
を
気
に
掛
け
た
か
ら
。

⑵
内
甲
を
矢
で
射
ら
れ
て
し
ま
い
致
命
傷
を
負
っ

た
。

問
義
仲
が
討
ち
取
ら
れ
た
経
緯
を
順
を
追
っ
て
書
け
。

答
⑴
深
田
に
は
ま
っ
て
抜
け
出
せ
な
く
な
っ
た
。
⑵

今
井
は
ど
う
し
た
か
と
振
り
返
っ
た
。
⑶
石
田
次

郎
に
内
甲
を
射
抜
か
れ
た
。
⑷
致
命
傷
だ
っ
た
の

で
馬
の
背
に
う
つ
伏
せ
に
な
っ
た
。
⑸
石
田
が
刀

で
義
仲
の
首
を
取
っ
た
。

補
深
田
に
は
ま
っ
て
抜
け
出
せ
な
く
な
っ
た
こ
と
、

今
井
は
ど
う
し
た
か
と
心
配
し
て
振
り
返
っ
た
こ

と
が
、
討
た
れ
た
原
因
で
あ
る
こ
と
を
把
握
で
き

れ
ば
よ
い
。

問
◉
「
聞
こ
え
さ
せ
給
ひ
つ
る
」（
６
行
目
）
の
「
聞

こ
え
」
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。

答
世
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
、
の
意
味
。

補
「
聞
こ
え
」
は
下
二
段
動
詞
「
聞
こ
ゆ
」
の
未
然

形
で
、「
自
然
に
耳
に
入
る
」
の
意
。
こ
こ
は
、

広
く
評
判
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

問
「
今
は
誰
を
か
ば
は
ん
と
て
か
…
」（
９
行
目
）
と

あ
る
が
、
誰
を
か
ば
っ
て
い
た
の
か
。

答
義
仲
。

補
今
ま
で
か
ば
っ
て
い
た
も
の
が
な
く
な
っ
た
と
い

う
こ
と
か
ら
考
え
る
。

問
「
さ
て
こ
そ
粟
津
の
い
く
さ
は
な
か
り
け
れ
。」

か
り
」
の
促
音
便
形
。「
か
か
る
」
は
「
動
作
が

途
中
ま
で
進
む
、
相
手
に
及
ぶ
」
と
い
う
意
を
添

え
る
補
助
動
詞
。

2
よ
つ
ぴ
い
て
　「
よ
く
ひ
き
て
」
の
音
便
形
。

2
ひ
や
う
ふ
つ
と
　
矢
を
放
っ
た
と
き
の
慣
用
的
な

擬
音
語
。「
ひ
や
う
」
は
矢
が
風
を
切
っ
て
飛
ぶ

音
、「
ふ
つ
」
は
矢
が
物
に
当
た
っ
た
音
。

2
痛
手
な
れ
ば
、
真
っ
向
を
…
　「
痛
手
」
は
重
傷
、

「
真
向
」
は
甲
の
鉢
の
前
面
の
こ
と
。
義
仲
は
為

久
に
射
ら
れ
て
重
傷
を
負
い
、
甲
の
前
面
を
馬
の

頭
に
押
し
当
て
て
う
つ
伏
せ
に
な
っ
た
。

3
石
田
が
郎
等
二
人
落
ち
合
う
て
　
石
田
為
久
が
義

仲
を
弓
で
射
て
、
さ
ら
に
討
ち
果
た
そ
う
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
、
石
田
の
郎
等
が
追
い
付
い
て
加

勢
を
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
下
文
の
「
首
を

ば
取
つ
て
ん
げ
り
。」
の
主
語
は
、
石
田
為
久
と

見
ら
れ
る
。
孤
立
無
援
の
義
仲
に
対
し
て
、
郎
等

二
人
を
加
勢
に
得
た
石
田
の
優
勢
を
物
語
っ
て
い

る
。「
落
ち
合
う
て
」
は
、「
そ
の
場
で
出
会
っ
て
。

合
流
し
て
」。
戦
場
の
描
写
で
は
「
そ
の
場
に
来

て
加
勢
す
る
」
の
意
に
な
る
。
今
井
が
心
配
し
て

い
た
「
言
ふ
か
ひ
な
き
人
の
郎
等
に
…
な
ん
ど
申

さ
ん
こ
と
」（
九
〇
・
３
）
の
通
り
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
せ
た
い
。

4
取
つ
て
ん
げ
り
　「
取
り
て
け
り
」
の
音
便
形
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（

13
行
目
）
と
い
う
結
末
に
は
ど
う
い
う
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
か
。

答
強
力
な
東
国
軍
に
対
す
る
ほ
ん
の
一
握
り
の
抗
戦

で
し
か
な
く
、
両
軍
入
り
乱
れ
て
華
々
し
く
戦
う

合
戦
と
呼
べ
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

問
「
木
曽
の
最
期
」
に
お
い
て
、
作
者
が
描
き
た
か

っ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
か
、

簡
潔
に
答
え
な
さ
い
。

答
義
仲
・
巴
・
兼
平
主
従
の
互
い
を
思
い
や
る
美
し

い
情
愛
。

問
臨
場
感
の
あ
る
描
写
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
ど
の

よ
う
な
書
き
方
に
よ
っ
て
い
る
か
。

答
具
体
的
な
数
字
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
と
、
擬
態

語
が
効
果
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

「
取
つ
て
け
り
」
に
「
ん
」
が
加
わ
っ
た
形
。

10
剛
の
者
　
強
く
て
勇
敢
な
者
。
優
れ
た
勇
士
。

13
貫
か
つ
て
　「
貫
か
り
て
」
の
音
便
形
。「
貫
か

る
」（
四
段
動
詞
）
は
「
貫
く
」
に
対
す
る
自
動

詞
の
形
。
兼
平
は
自
ら
太
刀
に
貫
か
れ
て
死
ん
だ
。

13
さ
て
こ
そ
粟
津
の
い
く
さ
は
な
か
り
け
れ
　
日
本

古
典
文
学
大
系
の
頭
注
の
、「
そ
れ
で
結
局
、
粟

津
の
合
戦
と
名
づ
け
る
よ
う
な
は
な
ば
な
し
い
も

の
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。」
と
す
る
解
に
従
っ

た
。
義
仲
が
自
害
の
た
め
に
入
っ
て
い
っ
た
場
所

が
「
粟
津
」
の
松
原
な
の
で
、
こ
こ
で
は
二
人
し

か
お
ら
ず
、
義
仲
も
討
た
れ
、
今
井
も
自
害
し
た

の
で
、
戦
と
い
う
も
の
に
は
な
ら
な
か
っ
た
、
と

い
う
解
釈
で
あ
る
。
諸
本
で
は
、「
…
い
く
さ
は

果
て
に
け
る
。」「
…
や
み
け
る
。」
な
ど
と
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
、「
合
戦
は
終
わ
っ
た
」
と
す
る
解

も
多
い
。「
さ
て
」
は
義
仲
・
兼
平
主
従
の
討
ち

死
に
を
指
す
が
、「
い
く
さ
は
な
か
り
け
れ
。」
の

解
釈
に
は
、
こ
の
二
類
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を

紹
介
し
な
が
ら
、「
さ
て
」
に
つ
い
て
も
考
え
る

必
要
が
あ
る
。

鑑
賞

　
僅
か
二
歳
で
父
を
殺
さ
れ
、「
是
い
か
に
も
し
て
そ
だ
て
て
人
に
な
し
て

み
せ
給
へ
。」（
巻
六
「
廻
文
」）
と
い
う
母
の
必
死
の
頼
み
を
受
け
た
木
曽

の
中
原
兼
遠
の
助
け
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
人
と
な
る
こ
と
を
得
た
義
仲
で
あ

る
が
、
以
仁
王
に
よ
る
平
家
追
討
の
令
旨
に
よ
っ
て
、
治じ

承し
ょ
う四
（
一一八〇）
年

九
月
に
挙
兵
す
る
や
た
ち
ま
ち
に
力
を
得
て
、
寿じ
ゅ

永え
い

二
（
一一八三）
年
五
月
に

は
俱
梨
迦
羅
峠
、
篠
原
の
戦
い
で
平
家
に
大
勝
し
、
七
月
末
に
は
京
を
平
家

に
替
わ
っ
て
支
配
す
る
。
正
に
風
雲
児
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
く
義
仲
は
運
命

の
階
段
を
駆
け
上
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
滅
亡
へ
の
道
も
早
く
、
入
京
し
て

か
ら
半
年
の
後
に
は
敗
死
の
日
を
迎
え
る
。
山
田
孝
雄
氏
は
「
平
家
物
語
」

を
三
部
に
分
け
、
一
部
の
清
盛
、
三
部
の
義
経
に
対
し
て
、
義
仲
を
第
二
部

の
主
人
公
に
擬
す
る
（「
平
家
物
語
考
」）
が
、
更
に
小
松
茂
人
氏
は
義
仲
物

語
に
は
三
部
の
展
開
が
あ
る
と
す
る
（「
義
仲
・
義
経
」「
国
文
学
」
所
収
、

昭
和
三
三
・
九
）。
す
な
わ
ち
上
洛
ま
で
の
義
仲
は
「
ま
こ
と
に
知
仁
勇
兼

備
の
名
将
と
し
て
『
朝
日
将
軍
』
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
描
か
れ
る
」
の
に
比

し
て
、
上
洛
後
に
は
一
転
し
て
、「
無
知
・
無
風
流
の
田
舎
者
と
し
て
、
清

盛
に
つ
ぐ
悪
行
者
」
と
さ
れ
る
が
、
最
期
を
迎
え
る
第
三
部
で
は
人
間
愛
に

富
み
、「
浪
漫
的
英
雄
と
し
て
美
化
さ
れ
」、「
典
型
化
さ
れ
た
理
想
的
英
雄

像
と
は
異
な
り
、
内
面
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
」
と
言
う
。
義
仲
像
に
は
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「
平
家
物
語
」
内
部
に
お
い
て
敬
語
法
に
差
が
あ
る
な
ど
の
矛
盾
が
あ
る
こ

と
は
五
十
嵐
力
氏
（「
軍
記
物
語
研
究
」）
以
来
指
摘
さ
れ
、
水
原
一
氏

（「
平
家
物
語
の
形
成
」）
は
こ
れ
を
形
成
基
盤
の
異
な
る
説
話
が
合
成
さ
れ

た
た
め
に
生
じ
た
も
の
と
す
る
が
、
私
た
ち
が
こ
の
「
木
曽
の
最
期
」
を
読

む
に
当
た
っ
て
は
、
そ
う
し
た
義
仲
像
の
変
遷
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
主
人

公
が
わ
ず
か
半
年
前
に
五
万
余
の
兵
を
率
い
て
入
京
し
た
ば
か
り
の
英
雄
で

あ
る
こ
と
に
留
意
す
れ
ば
足
り
る
で
あ
ろ
う
。

　
範
頼
と
義
経
と
に
率
い
ら
れ
た
鎌
倉
方
の
軍
勢
六
万
余
騎
が
、
勢
田
川
・

宇
治
川
の
線
ま
で
押
し
寄
せ
た
と
き
、
義
仲
の
手
勢
は
二
千
に
足
ら
ぬ
も
の

で
あ
っ
た
。
平
家
を
追
っ
て
入
京
し
た
と
き
の
五
万
騎
に
比
べ
る
と
、
信
じ

ら
れ
な
い
ほ
ど
の
寡
勢
で
あ
る
。
兼
平
の
兄
樋
口
次
郎
兼
光
の
勢
は
十
郎
行

家
を
追
っ
て
紀
伊
国
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
都
の
貴
族
政
界
の
支
持
を
失
い
、

備
中
国
で
、
屋
島
か
ら
中
国
地
方
に
進
出
し
た
平
家
と
戦
っ
た
水
島
合
戦
に

敗
れ
た
義
仲
を
見
限
っ
て
、
多
く
の
軍
団
が
離
脱
し
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
る

わ
け
で
、
都
を
武
力
で
維
持
す
る
こ
と
の
困
難
を
克
服
す
る
政
治
力
を
、
義

仲
は
持
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
成
り
行
き
の
背
景
に
は
、
こ

の
時
期
の
慢
性
的
な
不
作
の
た
め
に
都
は
深
刻
な
食
料
不
足
の
状
況
に
あ
っ

た
こ
と
が
あ
り
、
統
制
の
取
れ
て
い
な
い
五
万
の
軍
勢
が
、
自
分
た
ち
も
思

い
が
け
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
上
京
を
果
た
し
た
悲
劇
だ
っ
た
わ
け
だ
が
、
物
語

は
、
そ
う
し
た
い
っ
さ
い
の
事
情
に
は
触
れ
ず
に
、
た
だ
「
折
ふ
し
、
勢
も

な
か
り
け
り
。」（
巻
九
、
生
ず
き
の
沙
汰
）
と
言
っ
て
、「
木
曽
の
最
期
」

を
、
純
粋
に
一
個
の
武
人
の
末
路
の
悲
哀
と
し
て
語
っ
て
い
る
。

　
義
仲
が
六
条
河
原
で
死
線
を
脱
し
た
と
き
、
義
経
軍
の
敏
速
な
行
動
力
の

前
に
、
義
仲
が
武
将
と
し
て
再
起
を
図
る
手
立
て
、
例
え
ば
、
後
白
河
法
皇

を
擁
し
て
都
落
ち
す
る
と
い
う
よ
う
な
可
能
性
は
断
た
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
で
も
な
お
、
人
々
は
、
義
仲
が
長
坂
越
え
か
、
竜
花
越
え
に
よ
っ
て
、
北

国
へ
向
か
う
再
起
の
道
を
行
く
だ
ろ
う
と
想
像
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
義
仲
は
、

「
今
井
が
行
方
を
聞
か
ば
や
」
と
い
う
思
い
に
駆
ら
れ
て
、
瀬
田
へ
向
か
う
。

瀬
田
は
、
今
井
勢
八
百
余
騎
を
、
鎌
倉
方
の
大
手
、
範
頼
の
指
揮
す
る
三
万

五
千
騎
が
攻
め
て
い
る
、
義
仲
に
と
っ
て
は
死
地
で
し
か
な
い
。
あ
え
て
死

地
に
赴
く
義
仲
は
、
既
に
武
将
と
し
て
の
あ
り
よ
う
か
ら
抜
け
落
ち
て
、
木

曽
の
山
中
で
少
年
の
日
を
共
に
過
ご
し
た
兼
平
と
最
期
の
時
を
共
有
す
る
こ

と
だ
け
を
期
す
る
、
一
個
の
人
間
に
戻
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ひ
た
す
ら
死
を
期
し
て
戦
う
主
従
の
叙
述
は
、「
木
曽
三
百
余
騎
」
が
敵

「
六
千
余
騎
」
の
中
を
縦
横
に
疾
駆
す
る
様
に
始
ま
り
、
数
詞
を
重
ね
、
つ

い
に
「
主
従
五
騎
に
ぞ
な
り
に
け
る
。」
ま
で
、
単
純
な
事
実
を
も
っ
て
臨

場
感
を
盛
り
上
げ
た
、
巧
み
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
五
騎
」
に
な
る
ま
で

従
っ
た
女
武
者
の
巴
に
対
し
、
義
仲
は
武
士
の
名
誉
を
保
つ
た
め
と
い
う
言

葉
で
離
脱
さ
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
巴
を
逃
が
す
た
め
の
口
実
で
あ
ろ
う
。

巴
が
ど
ん
な
に
優
れ
た
武
人
で
あ
っ
て
も
、
義
仲
に
と
っ
て
は
命
を
守
る
べ

き
一
人
の
女
性
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
物
語
的
に
は
、
木
曽

殿
の
最
後
の
戦
の
細
部
に
わ
た
る
具
体
的
な
事
実
の
真
実
ら
し
さ
は
、
こ
の

巴
の
存
在
に
よ
り
間
接
的
に
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
木
曽
殿
は
、
戦
の
終
わ
り
に
、
兼
平
と
二
人
に
な
っ
て
「
日
ご
ろ
は
何
と

も
お
ぼ
え
ぬ
鎧
が
今
日
は
重
う
な
つ
た
る
ぞ
や
。」
と
言
う
。
我
が
事
の
既

に
終
わ
っ
た
こ
と
を
自
覚
す
る
者
の
一
種
の
満
足
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。
兼

平
は
こ
れ
を
臆
病
の
ゆ
え
と
言
い
、
な
お
励
ま
し
て
自
害
を
勧
め
る
が
、
そ

れ
は
彼
の
主
の
名
誉
を
思
う
真
情
に
出
た
こ
と
で
、
真
実
義
仲
を
臆
病
と
思

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
義
仲
は
兼
平
と
一
所
に
死
ぬ
こ
と
が
最
後
の
望
み
で

あ
る
の
に
対
し
、
今
井
に
は
主
を
敵
に
討
た
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
情
が
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あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
今
井
の
判
断
は
、
あ
く
ま
で
兼
平
を
一
所

で
死
ぬ
べ
き
友
人
と
し
て
の
み
求
め
続
け
る
義
仲
の
人
間
的
な
情
愛
に
裏
切

ら
れ
、
義
仲
は
敵
に
名
を
な
さ
し
め
、
口
惜
し
い
最
期
を
遂
げ
る
。「
平
家

物
語
」
の
世
界
で
は
、
主
従
・
親
子
等
の
誓
い
合
っ
た
者
は
一
所
に
死
ぬ
と

い
う
の
が
武
士
の
一
つ
の
道
徳
に
な
っ
て
お
り
、
義
仲
に
と
っ
て
は
乳
母
子

の
兼
平
に
対
す
る
骨
肉
の
情
愛
が
そ
れ
を
求
め
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
愛
情
に

よ
っ
て
生
き
延
び
さ
せ
た
巴
と
、
愛
情
に
よ
っ
て
共
に
死
を
願
っ
た
今
井
、

対
照
的
で
は
あ
る
が
、
ど
ち
ら
に
対
し
て
も
義
仲
が
人
と
し
て
の
情
愛
を
求

め
た
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
武
将
と
し
て
の
名
誉
の
自
害
を
と
い
う
兼
平
の

願
い
に
反
し
て
、
無
残
な
敗
死
を
遂
げ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
、
義
仲
の
、

木
曽
の
山
中
で
人
と
な
っ
た
自
然
児
ら
し
い
人
間
味
が
現
れ
出
て
い
て
、
最

期
に
武
人
に
な
り
き
れ
な
か
っ
た
哀
れ
を
見
事
に
印
象
づ
け
る
場
面
と
な
っ

て
い
る
。「
祇
園
精
舎
」
で
述
べ
ら
れ
た
盛
者
必
衰
の
こ
と
わ
り
の
具
体
的

な
例
と
し
て
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
平
家
物
語
の
文
学
性
と
も
言
え
る
、
愛

に
よ
る
生
と
死
が
矛
盾
な
く
語
ら
れ
る
多
様
性
も
き
ち
ん
と
読
み
取
ら
せ
た

い
。
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